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その笑顔は反則です！




～こじらせ女子の乙女心は、ウブな上司はわからない～
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第一章












　たまに貰えるお小遣い、お年玉、それらを握り締めて向かう先はいつだって、本屋の隅にある文具コーナーだった。

　付箋にシャープペンシルにノート。恋と友達とバイトと同じくらい、いつだって文房具は身近にあった。

　それらはいつでも私を楽しい気持ちにしてくれて、大学で就職先の候補に文房具メーカーを真っ先に挙げるのもごく自然な流れだったと思う。

『ティンテ株式会社』は大手の文房具メーカーで、国内に幾つも製造工場を持ち販売も手掛けている。

　文房具コーナーでは必ずメイン通路で商品展開しているのを見掛けるし、新商品は機能やデザインで目を引くものが多い。

　静かな面接会場、時折紙が捲られる音がやけに大きく聞こえる。

　膝に置いた手のひらも、じっとり汗をかいているのが分かる。

「大上おおかみ凪子なぎこです。小学生時代、母から消しゴムは一生分持っているでしょうと言われたことがあるほど集めていました。今も大切に買い集めていますが、これからは自ら製造や販売に関わる仕事がしたいと思っています」

　力強くまっすぐに自信を持って伝える。

　ただ、心臓は緊張のせいでうるさく鳴っていたし、声も上ずってしまっていた。

　集団面接での、自己ＰＲタイム。

　伝えたいのは、大切に集めてきた文房具たちのこと。

　文房具が大好きで、これからもっと深く関わっていきたいということ。

　バケツに入れたらきっと一杯分以上ある小学生からの消しゴムのコレクションや、文房具たちのこと。

　精一杯の自己ＰＲに、対面していた面接官たちからは穏やかな笑いが零れた。

　そうして、東京日本橋にあるティンテ東京本社に新卒で入社となった。






　新人研修期間が始まってまもなく、希望する配属先を第三希望まで記入する紙が配られた。

　私は第一希望に営業部と、ぐっと力と願いを込めて書き込む。

　営業なら商品の魅力を取り扱う販売者に直接伝えられる。見せ方などを提案し、お客様に手に取って貰えるような販売の力になることもできる。

　それに営業部に行けたら、この決意を固めるきっかけになったあの人に会えるかもしれないという思いもあった。

　あの人、ティンテの公式サイトにある会社案内のページの中で紹介されていた人のことだ。

　公式サイトには各部門から一人の社員が、仕事へ就いたきっかけ、やり甲斐やこれからの展望を語るコーナーがある。

　文房具メーカーを就職先へ決めた頃から、定期的に更新されるのを楽しみにしていた。

　開発部にデザイン部、マーケティング部など、先輩たちの語る文房具にまつわる話を夢中になって読む。

　そうして営業部の回で、その人を知った。

　イニシャルはＵさんとだけ、名字からだろうか。

　Ｕさんは入社後、大阪で代理店営業として三年勤め東京の本社へ戻ってきた。

　代理店営業時代は代理店の担当者と二人三脚で販売店を増やし、販売店の希望や問題の解決に尽力をつくし信頼関係を築いていった。

　販売店や担当者とコミュニケーションを重ねた経験は、東京本社でも生かせていると話す。

　皆で一丸となって手掛けた商品を、ひとつでも多くの販売店で展開できるように営業を仕掛けるのはやり甲斐に溢れていると。

　そして、実際にお客様が手に取る姿を見ると、本当に嬉しくなると締め括っていた。

　私はもしティンテで働くなら、デザイン部がいいなと最初は思っていた。

　自分がデザインした文房具が店頭に並んだら……そう考えると顔が緩む。

　だけどデザインを専門的に学んだわけでもない自分には、それが難しいことも分かっていた。

　そんな時、Ｕさんが語る話を一度自分の頭の中で想像をしたら、どんどん気持ちが営業部へ向いていった。

　営業として働く想像の中の自分は、さらにやる気に満ち溢れていた。

　頭の真ん中に、一本の道ができる。

　配属先は運だというけれど、いつか必ず営業部で働いてみたいと、あれからずっと胸が騒いでいる。

　第一希望の欄にしっかりと書き込んだ、自分の文字を見つめる。

　上手くいけば、営業部へ配属されてＵさんに会える。

　会ってみたい、イニシャルトークだけで本人の写真は一枚もなかったけれど、Ｕのイニシャルの人はそう多くはいないだろう。

　もし何人かいても、あの会社案内ページでの話と照らし合わせれば特定ができるかもと考えていた。

　希望する部署へ確実に配属されるのは難しいかもしれないけれど、もし一緒の部署で働けたら……。

　新人社員向けの集合研修が終わって、本配属までの二ヶ月のＯＪＴ、俄然やる気がみなぎってきた。

　配属辞令で営業部に決まった時には、真剣な表情を浮かべながら心の中でガッツポーズをしてしまった。

　この人、どうしてモデルや芸能人を職業に選ばなかったんだろう。

　私ともう一人、営業部へ配属された及川おいかわくんを案内するリーダーに私の目が釘付けになってしまっている。

　これから、しばらくはこのリーダーの下について業務を覚えていく。

　まずは一緒に営業先へ挨拶回りだと、笑う顔が格好良くてびっくりしてしまった。

　そんな浮かれたことを考えている場合じゃないのに、先を歩く大きな背中から目が離せない。

　スーツがとてもよく似合う。いや、この人なら何を着ても似合いそうだ。

　凛々しい眉、印象的な深い二重の目元からは自信が溢れている。

　すっと通った鼻筋、形良く柔らかそうな唇。

　黒髪のツーブロック、刈り上げられたサイドと流したトップのバランスがおしゃれ。

　意志の強そうな視線をふいに向けられて、緊張でドキドキしていた私の心臓がさらに跳ねる。

　私がこんなにも緊張しているのには、配属初日という理由のほかにもうひとつあった。

　リーダーのネームプレートに『宇佐美厚』とあったからだ。

　宇佐美うさみ、イニシャルはＵだ。

　もしかして、あの人なのかもしれない。

　私はその可能性をリーダーから感じながらも、脱線しそうだった気を引き締め直した。

　配属初日の今日は、リーダーからミーティングルームで部署説明がある。

　その後、営業部の肩書が入った自分の名刺をもらう。リーダーから名前の間違いがないか確認されて、その手から受け取る。

　自分の名前と、部署名をまじまじと見つめる。……よかった、夢じゃない。

　ふわっと嬉しさが湧いたのと、張り詰めていた雰囲気がふっと緩んだミーティングルームの空気に、私はどうしても確かめたくて勢いで口にしてしまった。

「あの、すみません」

「ん、どうした？」

　リーダーは何かあったのかと、かすかに身を乗り出した。

「間違っていたらすみません。以前、ティンテの公式サイトで営業のお話をされていませんでしたか？」

　違っていたらすぐに謝ろう。そして、あのＵさんが誰なのか聞いてみよう。

　リーダーは私の言葉を聞いて、ちょっとだけ驚いた様子で仰け反った。

　ギッと椅子が鳴った。ほんの少しの沈黙が、妙に長く感じる。

　今、そんなことを聞くべき時間ではなかったんだと、じわりと額に汗が浮かんだ。

「もしかして、読んでくれた？」

　リーダーは向かいの席からじっと私を見てから、ホッとする様な笑顔を向けてくれた。

「は、はい！　あの回を読んで、営業部へ配属の希望を出したんです！」

「マジか、それは嬉しいな」

　不愉快にさせてしまったわけじゃないことが分かって、一気に力が抜ける。

「改めて自己紹介をします。営業主任、それと君たちのリーダーを務める宇佐美厚あつしです。よろしくな」

　密かにこの人だったらいいのに、という想いが通じたようで、目頭が熱くなる。

　私の中に一本できた道、そのきっかけを作ってくれた人と会えた。

　ぐっと息が詰まって咄嗟に言葉が出ないまま、慌てて頭を下げた。

「営業の基本はな、相手の目を見て。それから明るく元気に挨拶するんだ」

　私と及川くんの前で、宇佐美さんは端正な顔でニッと笑って見せた。

　宇佐美さんに会えたその日の夜は、なかなか寝付けなかった。

　ぎゅうぎゅうと覚えなければならないことが、頭の中で整理しきれずにいる。

　ベッドの中で、何度も寝返りをうつたびに小さくため息をつく。

　目を閉じて、今日教えてもらったことをひとつひとつ思い出していると、宇佐美さんの顔が浮かんだ。

　配属されたばかりの私と及川くんを気遣いながら、ていねいに業務について説明をしてくれる姿。

　Ｕさんは、宇佐美さんだった。






　それから三年。とにかくがむしゃらに仕事と向き合った。

　帰宅してから思い切り泣くことも悔しいこともたくさんあったし、新企画や新商品について上司や同僚、取引先と熱く語りあい、充実感と達成感を得られることも増えた。

「大上さんには、困ったことも相談しやすい」との声もいただき、先輩たちが抱えていた取引先のいくつかを任せてももらえている。

　入社してから三年の間に、私は宇佐美さんを目標にしたい上司として、そして男性として好きになってしまっていた。

　憧れの人に一人前になってきたと言ってもらいたくて仕事に励めば励むほど、私が望む理想的な上司と部下の姿に近付いてきていた。

　その分、宇佐美さんへの恋愛的な好意は、本人にも周囲にも、できるだけ隠してきた。






　営業部とマーケティング部。仕事というには微妙だけど、二つの部署の連携が崩れはじめると、誰かが突発的に声を上げ開かれる交流会という名の飲み会にもずっと出ていた。

　酒の席で不満を言い合って、会の終わり頃には有益な意見を交わせるまでになる。

　さすがに全員参加ではなく、誰かが声を上げ、都合がよい人だけが参加すればいいとなっているが、宇佐美さんが来る回は、女子社員の出席率がぐんと跳ね上がる。

　そして今日は、二ヶ月ぶりの交流会の日だった。

　給湯室では、営業事務の女の子たちがお喋りをしている。

「今夜、行くでしょ？」

「行く、行く」

「宇佐美さんがフリーだなんて、信じられないよね」

　私は心の中で何度も頷きながら、給湯室の前を通り過ぎる。

　宇佐美さんがフリーであると知ったのは、数回前の交流会でのことだった。

　宇佐美さんと仲のよいマーケティング部の先輩が、酔った勢いで宇佐美さんが随分と長い間フリーであることを暴露したのだ。

　場は一瞬にして、その夜一番に盛り上がった。

　宇佐美さんは最初は暴露されたことに少し怒っていたけど、そのうちに開き直って笑い出していた。

　さっぱりした宇佐美さんらしいと思いながら、その場にいた女の子たちの目が変わったのを感じていた。

　他人から見たら、きっと私も同じだったと思う。

　今夜の飲み会の場所はいつもの、大きなお座敷のある居酒屋『徳ちゃん』。

　昔自衛官だったという大柄な大将と笑顔の可愛い奥様、元気なバイトたちで盛り上げる活気に溢れた店だ。

　お料理も美味しいお値段もリーズナブルで、しかも会社の近くとなれば自然とティンテ社員たちの憩いの場になっている。

　今夜も、いつも通りの飲み会になるはずだった。

　最初に私は隣に座っていた及川くんと盛り上がり、そこにふらりとやってきた宇佐美さんが加わった。

　私を挟む形で会話が進み、そこに気持ちよく酔った営業部長がやってきて、私たちに瓶ビールをお酌してくれた。

　部長は私たち三人のグラスにビールを注ぎ終わると、手を振って行ってしまった。

　そのうちに及川くんは向こうのテーブルの先輩から飲みが足りないぞと、呼ばれていってしまった。

　思いがけず、宇佐美さんと二人きりになった。

　いや、隣のテーブルにも人はいるし、お座敷全体で盛り上がっているのだけど、こう、気持ち的なものなのか……。

　わいわいと賑わう中で、まるで二人きりになったような少しの緊張感。

　そんな中、宇佐美さんが柔らかな声で話し始める。

「大上が営業部に来て三年、多角的に物事を考えてアイデアを出す姿勢がみんなの刺激になってるって部長も褒めてたぞ。マーケティング部がお前を欲しがってるみたいで、できることなら行ってほしくないってさ」

「えっ、そうなんですか？　全然知らなかった」

「大上の商品説明は、たまに他のメーカーの商品と比べながらも、絶対にあっちを下げた言い方をしないだろ。どっちもよくて、ティンテの商品はここに特徴やこだわりがあるって説明して」

　私はティンテに入社してから、より一層商品にかける社員たちの思いを知った。

　だから他社だからって、下げた言い方はしないと心に決めていた。

「ディスプレイも上手いし、多角的に物事が見られることは大事だから。俺も、大上には長く営業部にいてほしいと思ってる」

　宇佐美さんは、部長には俺から聞いたって内緒だぞ？　と人差し指を唇に当てる仕草をする。私もそれにつられて、自分の人差し指を唇に当てた。

「言いません、絶対。でも……嬉しいです。そんな風に思ってくれていたんですね」

　思いがけず褒められてしまって、宇佐美さんの前なのに顔が緩んでとけてしまいそうだ。

　本部長表彰を貰った時よりも、頬が熱く口元がゆるゆるになってしまっている気がする。

「俺たちが前ばっかり見て進んでしまうところを、お前は立ち止まって振り返ってくれるだろ？　お客さんの本音やなんかを、お前がていねいに拾い上げてくれてさ」

　初めて聞く宇佐美さんからの私に対する評価に、胸がいっぱいになってしまって言葉が出てこない。

　思えば配属されて一年目は、がむしゃらに頑張ってきた。

　二年目で少しだけ余裕が出てきて、販売店の担当者から相談を受けることが多くなった。

　三年目の今、もっと営業の仕事が楽しくなっている。

　まだまだ勉強しなければいけないこともあるけれど、前向きに進めている。

「……でも不安だったろ。ここまで挫けないで付いてきてくれて、ありがとな」

　目頭が一気に熱くなって、このままじゃ涙を零してしまうと思った瞬間──

　及川くんがこのテーブルに忘れたスマホを取りに来たことで空気が変わり、下を向いて咄嗟に涙を袖で拭うことができた。

　嬉しい時は、お酒を飲むペースが上がってしまう。元々嫌いじゃない、むしろ好きな方なので美味しく飲める気持ちの時はぐいぐい飲みたい。

　明日は土曜日で休みだし、宇佐美さんに褒めてもらえたから。

　今夜のお酒が不味いわけがない。

　隣に座る宇佐美さんも、ウーロンハイをぐいぐい飲んでいる。

　楽しい、きっと今夜のことを糧にしてまた頑張れる。

「私、頑張って宇佐美さんにずっとついていきます」

　普段だったら絶対に言えない、もっと上司に対するちゃんとした伝え方が山ほどあるんだろうけど、私の素直な飾らない気持ちをストレートに声に出していた。

　私の言葉を聞いた宇佐美さんは、ちょっと照れたような仕草をする。

　それを見て、酔い始めた私はまた嬉しくなってしまった。

　楽しい時間は、どうしていつもより進むのが早いのだろう。電車の時間が気になってしまって、腕時計に目をやったその時。

　宇佐美さんがテーブルの下で、私の手をそっと優しく握ってきた。

　何か取ろうとして、何かと間違っちゃったのかなと、酔い始めてふわふわになった頭で考える。

　なるべく周りに悟られないように宇佐美さんの顔を窺えば、凛々しく自信の溢れる顔が、お酒のせいかふにゃりと緩んでいた。

　目が合うと嬉しそうに目尻を下げて、唇の端を上げて微笑む。

　宇佐美さんのこんな蕩けた表情、初めて見た。

　思わずつられて、えへへなんて笑い返すと、私たちの間だけ空気がふっと変わったのが分かった。

　くすぐったくて甘い。

　あ、待って。これ、俗に言う、いい雰囲気ってやつじゃないの？

　部署の飲み会の真っ最中。あっちでは同僚と先輩が我が社の新商品について熱く語ってるし、そっちのグループはメニューを広げて盛り上がってる。

　私の頭の中で気持ちよくアルコールに浸されて、ぐずぐずになっていた思考が次第に勢いをつけて回転を始めた。

　宇佐美さんのこと、ずっと一人の男性として好きだ。

　彼女はいないって判明してるし、私もお付き合いしている人はいない。

　……今日の下着、大丈夫だったかな？

　……大丈夫。可愛いセットのやつ。お手頃価格の通販のだけど、きっとがっかりされる様なデザインじゃない。

　でも、もしこれが私の勘違いだったらどうしよう。

　勘違いが宇佐美さんにバレて、真正面から否定されてしまったら。

　もう恥ずかしくて出社しても絶対に顔なんて合わせられない。

　常に視線が合わないように気を張って、明後日の方向を見ながら仕事なんてできるわけがない。

　目を合わせない挨拶に、一番厳しい人だもの。

　宇佐美さん。宇佐美さん。

　宇佐美さんの温かい手に握られて、私の体は体温を上げる。

　心臓がドキドキと早鐘を打ち始めて、騒がしい居酒屋の喧騒も遥か遠くに聞こえる。

　どうして私の手を握ってきたのか。

　真意を確かめたくて、ただされるがままだった手をくるりとひっくり返して握り返してみた。

　これはどういう意味なんですか、と。

　ただ、そこにあったから乗りで握っちゃっただけですか。

　それとも、この先のことを期待してもいいんでしょうか。

　すると、わたしが込めた力のその倍で、明らかに意図を持ってさらに握り返された。

　一気に背中に汗が吹き出す。

　私は繋いでいない方の手で、さっきご機嫌な営業部長がなみなみと注いでいったビールで満たされたグラスを持ち、一気に煽った。

　まだ醒めたくない。もしも誘われたりしたら、酔いに任せて流されてしまいたい。

　──たった一度の、宇佐美さんの気紛れが起こした一晩だけの関係でもいい。

　この機会をふいにして、この先後悔するのは嫌だ。

　だけど、今の仕事上のよい関係が壊れてしまったらと頭をよぎる。

　どうしよう。

　あ、宇佐美さんを狙ってる営業事務の女の子が、こっちのテーブルへ来たそうにちらりと見ている。

　やだ。今夜だけでも宇佐美さんを渡したくない。

　口元を濡らしたビールを、ぐいっと手の甲で拭う。

　そうしてもう一度、宇佐美さんに握られた手に力を込めて握り返す。

　私の様子を見てくつくつと柔らかく笑う宇佐美さんに、私の心はすっかり熱く火が灯されてしまった。

　宇佐美さんはいつもの十倍格好よくて、その百倍不思議と可愛く見えた。

　居酒屋から出たあと、皆の後を二人でゆっくりと歩く。

　交差点まで来ると、そのまま地下鉄で帰ろうとする人たち、二次会に行く人たち、皆が三々五々に散っていく。

　宇佐美さんも駅の手前で立ち止まって、私を振り返って言った。

「もう一軒、行くか」

　それが単に二次会として誘っているのか、もっと深い意味があるのか測りかねていると、宇佐美さんが「あ、でも今からだと、終電逃しちゃうかな」と取り繕うように呟いた。

　私は思わず、宇佐美さんの手を握ってしまった。

　すると宇佐美さんもぎゅっと握り返してくれる。

　そのまま交差点を右に折れ、日本橋を渡って大通り沿いに歩いていく。この先に、最近できたばかりのシティホテルがあったはずだ。

　神様、お願いします。どうかこの頬に当たる気持ちのよい夜風が、宇佐美さんの酔いをさましませんように……！

　二人して黙ったままだったけれど、繋いで触れ合った指や手のひらの熱が急かせる。

　なのに横断歩道の少し前で、青信号が点滅を始めてしまったのが見えてしまった。

　赤信号で、二人の足が止まる。

　ここで、ふいに考える時間ができてしまった。

　上司と部下として上手くやっていけてるけれど、今夜のことで変わってしまうかもしれない。

　だけど、好きな宇佐美さんに抱いてもらうチャンスなんて、これを逃したら絶対にもうないだろう。

　ふたつの気持ちが、ここにきてもせめぎ合う。

　だけど、やっぱり宇佐美さんが好き。

　仕事も今まで通り、それ以上に精を出すから、帰ろうなんて言わないで。

　隣から宇佐美さんを見上げると、宇佐美さんも私を見ていた。

　自信溢れる、とはいえない、本当にいいのかって目で見ている。

　私が後から悩んだりしないか、心配しているって表情で私を見ている。

　今、やっぱり帰りましょうと私が言えば、きっと何事もなかったように、繋いだ手を離してくれるのかな。

　……ここまで一緒にきたんですよ、宇佐美さん。

　繋いだままの手に力を込めて下を向くと、鼻の奥がつんと痛くなった。

　信号が青に変わった。

「行こう、今夜は終電も諦めてくれ」

「……！」

　そう私に言った宇佐美さんに手をぐんと引かれて、私は信号を渡る一歩を踏み出した。

　落ち着いたシティホテルの一室に手を引かれて飛び込むと、部屋のドアが閉まる前に強く抱き締められた。

　私はその力強さに、心の底から安堵する。

　酔いがさめたとか、私の勘違いだったとか、もう不安にならなくていいんだ。

　耳たぶ、頬に唇を落とされる。

「ひゃっ」

　恥ずかしくて、くすぐったくて目を開けると、困った子犬みたいな顔をした宇佐美さんが私の表情を窺っている。

　ああ……居酒屋で体に灯された種火が、勢いよく燃え上がる。天まで焦がせと歌ったわ、小学校のキャンプファイヤー行事で。

「宇佐美さん、酔ったオオカミにそんな顔しちゃダメですよ」

「お、オオカミって。お前は女の子だろ。それに、本当にいいのか……あっ！」

「女の子だって、ちゃんとオオカミになれるんですよ」

　宇佐美さんの手を取って、綺麗な指をかぷりと甘噛む。

「ね？　ほら、食べられちゃいますよ、私に」

　勢いをつけるために一気飲みしたビールが背中を押してくれる。

　ちらりと、ビールを注いでくれた営業部長の顔が浮かんだ。あの時に飲み過ぎるからと断ってしまっていたら、ここまで素直になれなかったかもしれない。

　感謝をしつつ、すぐに頭から退場していただく。

　不安がなくなった今、早く宇佐美さんが欲しくて仕方がない。

「いいか悪いかなんて、もうここまできて言いっこなしです。さっき信号で、終電は諦めろって言ってくれたじゃないですか」

　私が宇佐美さんの手首を柔らかく噛むと、もう一度強く抱き締められて唇を優しく噛まれた。

　柔らかい唇を合わせて、私の唇をちゅっと吸われる。
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　キス、だ。

　宇佐美さんがキスしてくれたんだ。

　消えかけの不安が一気に吹き飛び、キスをした事実に胸があつくなる。

　じゃれ合いだった雰囲気が変わる。

「お返し」

　そう言う宇佐美さんの目が、さらに色を孕みはじめた。

　目の前に二人を待ち構えるベッドが見えるのに、もうそこまで辿りつく理性は、宇佐美さんに全部食べられてしまった。

　ふわりと匂う、三年で嗅ぎ慣れた宇佐美さんの香水の匂い。

　私のブラウスのボタンを引きちぎらないように慎重に外す指、耳元をくすぐる熱い吐息まで体が敏感に拾ってしまう。

「好きだ」なんてリップサービスに勘違いしそうにもなっちゃうけれど、ひとつひとつ、できれば大事に覚えておきたい。

　宇佐美さんに誘ってもらえてよかった。触れてもらえて、心も体も嬉しいと反応している。

　今夜だけは、宇佐美さんのことが好きな、一人のただの女の子でいたい。

　週明けからはまた、普通のどこにでもいる上司と部下に戻るのだから。






　土曜日の朝。

　目覚めたホテルで代金を割り勘しようと提案する私に、自分が全部出すとカードを握り締めて譲らなかった宇佐美さんは、目を合わせてくれなかった。

　今になって後悔し始めてるのかと不安になったけれど、部屋を出る直前に名残り惜しそうに私をぎゅうぎゅうに抱き締めてくれた。

　月曜日の朝。自然ににやけてしまう顔をメイクと気合いで整える。

　万年不足していたホルモン的な何かがダムの放流の如く補充されたのか、肌のコンディションはここ数年で一番よい気もする。

　人体の神秘、それともやっぱりイケメンは体にいいのかな。鏡の中の自分を見て、考える。

　イケメンというより、私が宇佐美さんと肌を合わせたいってあの時に強く思ってたからかな。

　足りない何かを、宇佐美さんから欲しくて欲しくて仕方がなかったんだ。温もりか、癒しか、それとも……。

　出勤すると、宇佐美さんの姿はまだ見えなかった。

　不自然に宇佐美さんを目で追わないように、いつも通りにと自分に言い聞かせて、騒ぎ始めた胸を押さえて深呼吸をする。

　そのうちに宇佐美さんの声が聞こえて、私も挨拶しようと思い切って振り返ったら……。

　仰け反る勢いで目をそらされた後、蚊の鳴くような声で「お、おはよう……」と言われた。

　気のせいにするにはあまりにも不自然な態度に、朝礼の場で皆の前で話をする宇佐美さんの顔をじっと見てみた。

　だって、もし後悔しているとしたら素直にムカつく。

　大人がきちんと合意の上でしたことに対して、ちょっとその仕打ちはないんじゃないでしょうか？

　大人の対応でいきましょうよ、じゃないと傷付くんですよ。こっちも。

　じっと視線を送る私に気付いた宇佐美さんは、額に浮いた汗を拭い始めた。

　それから、みるみる首筋や耳、そして顔を赤くする。ああ、ホテルで迎えた朝もこんな感じだったな。

「宇佐美！　朝から何赤くなってんだ、オレがそんなに格好いいからって照れんなよぉ」

　営業部長の声に皆がいっせいに笑い出し、和やかな雰囲気に包まれる。

　課長が「部長じゃなくて、俺だよな？」と加わり、また笑いが起きる中で朝礼は終わった。

　宇佐美さんをいじめたいわけではないけれど、あの夜の子犬のように窺う顔を見てしまった後からどうやら私もおかしくなったらしい。

　またあの顔を見たい、困らせてみたい。

　なんて、そういうのはあくまでもプライベートな時で、仕事中ではないのだ。

　非常に困ったことになっている。

　とにかく宇佐美さんと目が合わない、話しかければしどろもどろで、私たちの間での業務連絡が円滑にいかない。

　昼休み、「打ち合わせの相談があるんです！」と宇佐美さんを捕まえて、そのままミーティングルームへ連行させてもらった。

　二人きりの部屋で、宇佐美さんはあの夜みたいな可愛い顔を赤くして、観念したのか私の顔を今日やっとちゃんと見てくれた。

「一体、どうしちゃったんですか！」

「だ、だって」

「宇佐美さん。私はあの夜のことは誰にも言うつもりはないです。後悔してるかもしれないですが、会社でだけは普通に接してください……っ」

　最後の方は、語尾が弱弱しくなってしまった。

　ぽろりと今にも零れ出そうな涙を、流さないように耐える。

　会社のミーティングルームで、宇佐美さんにこんなことを言わなきゃなんて。恥ずかしくて情けない。

　思い切って勇気を出したけれど、裏目に出てしまったんだ。

　間違いだったなんて思いたくないのに。

　切羽詰まる私の様子に、宇佐美さんは慌て出した。

「後悔なんてしてない、それに、ふ、普通って。俺たち、し、したんだぞ!?」

「しました。すっごく気持ちよかった、ぶっちゃけ今までの経験の中で一番気持ちよかったです」

　やけくそと、ほんの少しの八つ当たりだ。

　意を決し、開き直って伝えれば、さらに宇佐美さんの顔が赤くなる。

　もしかして。これって……。

「……あの、照れてるんですか？」

「照れるだろ、めちゃくちゃ！　ああいうのは慣れてなくて……お前の顔を見ちゃうと思い出して、職場なのにエロい気持ちになるしで、混乱してる……！」

「……混乱しちゃうのかー」

　エロい気持ちになる！　と好きな人に聞かされてお腹の奥が思わず疼いた。

　ここ、ミーティングルーム。だけど使用中の札が掛かっていれば、めったなことでは他の人は入室してこない。

　って、何考えちゃってるんだろ、私。

　続いてぶわっと赤くなった顔を見られたくなくて、誤魔化すように咳払いして天を仰いだ。

















第二章












　ピロートークというものは、だいたいは事後のベッドの中でするのだと思っていた。

　少なくとも、真っ昼間の、それも職場のミーティングルームでは、そういう類いの話はしないだろう。

「俺、するっとブラジャー外してやれなくて格好悪かったよな」

「そっ、そんなことないです！　フロントホックのブラジャーですみませんでした」

　宇佐美さんてば一体なにを、いきなりこんなところで言い出すんだろう。

　そして私はなにを謝ってるんだと、頭の中で冷静な自分がツッコミを入れる。

「や、なんかずっと気になってて。大上、呆れて自分で外そうとするし」

　あの夜、宇佐美さんは立ったままの私のブラウスを脱がせると、軽く抱きとめて背中を何度もまさぐった。

　自分とは違う指先が、薄い皮膚の上を何度も滑るのが気持ちいい。宇佐美さんだから、なんて考えると、もっと触ってほしいと欲が出た。

　しかしそのうちに、その指先はホックを探して戸惑っているのだと分かった。

　私は焦れてしまった。宇佐美さんの胸に埋めていた顔を上げ、自分で外してしまおうと胸元に手をかけたのを思い出す。

　その手は、宇佐美さんにすかさず制止されてしまったのだけど。

　フロントで留められたホックを見てすぐに構造を理解したのか、宇佐美さんは中央をくいっと上下にずらし、そうっと左右にブラジャーを開いた。

　その後のことをさらに思い出して、顔が一気に熱をもつ。

　私だけこんなに顔を熱くしているのかと思いきや、話をふってきた宇佐美さんの顔も赤くなっている。

「大上が自分で外そうとするのを見て、思わず手を握って止めちゃったよ。あれは反省してる。勉強不足だった」

「や、あれは初見では難しいと思います。私もさり気なく誘導したり、気づかいができていればよかったと……」

　ミーティングルームの端っこで、突然あの夜の反省会が始まってしまった。

　万が一、誰かに聞かれてしまったらマズイと思いつつ、仕事中ならあまり見られない照れ笑いする顔に、つい釘付けになってしまう。

「……前で留めるブラジャーっていいもんだな。もらったプレゼントの包みを開けるみたいな気持ちだった」

　宇佐美さんは再現とばかりに、両方の手のひらをパカッとひろげた。

　そのジェスチャーに、思わず笑ってしまう。

「あの、変なことを聞きますが、今までの彼女さんて、フロントホックのブラジャーを使う方はいなかったんですか？」

　今までの歴代の彼女さんたちに関する質問をすると、宇佐美さんが驚いた顔をする。

　流れとはいえ聞いてしまったことに、これはまずかったかなとヒヤリとした。

「そういう仕様のブラジャーを見たのは、大上のが初めてだ。胸も綺麗で、正直、ものすごく興奮した」

　ニッと笑いかけられてほっとしながら、思わず両手で胸を隠してしまった。

「……宇佐美さんて、こういうの、慣れてるのかと思ってました」

「悪かったな、慣れてなくて。でも、焦らされてる感じでよかったんじゃないか？」

「今朝から、あんなに照れまくって目も合わせてくれなかった人の発言とは思えませんね」

「改めて考えると、大上が自分で外してるところ、見ればよかったなぁ。惜しいことをしたかも」

　耳を澄ませば、ミーティングルームの壁一枚の向こう側から、昼休みの雑談や笑い声が聞こえてくる。

　いつ誰が間違えて入ってくるかもしれない。そんな緊張感も、つい忘れてしまいそうになる大胆な発言だ。

「うっ、宇佐美さん！　しーっ！　誰かに聞かれたらどうするんですか！」

「大上の胸が綺麗で柔らかくて、ものすごく興奮したってことを？」

「柔らかいって、興奮してもらえて嬉しいんですが、場所がまずいです」

　私の焦る様子が面白いのか、笑われてしまった。

　肌を合わせたとはいえ、宇佐美さんは私の上司だ。

　今まで飲み会の砕けた雰囲気の時だって、こんな極端なプライベートの話をしたことはなかった。

　一線を超えたから、素肌を晒して合わせたからこそ、かもしれない。

　私たちのあいだに、今までと少し違う空気が流れる。

　上司と部下だけど、いつもより親密な。

　だけどそのうちに宇佐美さんに新しい彼女ができれば、あの夜の出来事は暗黙の了解でなかったことになる、誰にも言えない秘密だ。

　合意だったとはいえ、酔って雰囲気に任せてセックスしたなんて。

　そんなことは部署での宇佐美さんの立場を考えたら、間違っても誰にも言えない。

　たちまちに社内中の噂になってしまう。宇佐美さんに迷惑をかけたくない。

　それに。なによりも、私と過ごした夜を、後悔してほしくない。

　そう考えてしまうと、途端に寂しくなってしまう。

　好きだ、なんて熱っぽく囁いてくれたことだって、リップサービスだと分かっているはずなのに。

　私も、言えばよかった。あの二人だけのベッドで、宇佐美さんの胸に抱かれて、私も好きなんですって冗談めかして言ってしまえば良かった。

　じくじくと痛みだす胸の奥を誤魔化さなくちゃと、ひとつ息を吐く。

「……よかったです。宇佐美さんが私の顔を見て話をしてくれて。この調子で午後もよろしくお願いします」

　腕時計を確認すると、昼休みの前半が終わりそうだ。

「社食、行きましょう。昼ご飯食べないと午後持たないですよ」

　これで、これから普通に接して貰えるだろう。

　なにか言いたそうな宇佐美さんの横をすり抜けて、ミーティングルームのドアを開く。

　途端に見慣れた職場の風景が飛び込んできた。

　さっきまでの二人の間にあった空気を、とたんに吹き飛ばしてしまった。






　あれから一週間が過ぎても、特に誘われることもない。

　宇佐美さんとは以前よりも距離が縮まったようで、目が合えば笑いかけてくれることが多くなった。

　営業職を始めてみて、顧客から担当を変えてほしいと言われることは、それほど珍しくないと知った。

　要望を聞いてもらえない、相性が合わない、時には話がつまらないなんて理由で変更を願い出る顧客もいる。

　改善が望めそうな場合には上司と二人で顧客のところへ向かい、要望を改めて聞かせてもらったりする。

　今の担当はもう来なくていい、なんて場合は、新たに担当を決めて引き継ぎをする。

　顧客の望むことをできるだけかなえるために、こちらも提案や改善案を出すけれど、中には明らかに個人的に気に入らない、という理由で営業担当の変更をと連絡をしてくるパターンもある。

　電話の向こう側で飲みにいこうと誘ってくるのは、私がルート営業で回っている先の店長だ。

　書籍と文房具を扱う中規模店舗で、少し前に新店長としてやってきた。

　前任はおだやかな女性だったのだけれど、今度の店長は少々強引なところがある中年の男性で、仕事で訪問するたびに彼氏の有無を聞いてくるので正直疲弊してしまっている。

　一昨日に訪問したばかりで、また会ってほしいという。それも、個人的にだ。

　またか、と思う。何度やんわりと断りを入れてもどこ吹く風で、「飲みながらのほうがお互いに仕事について本音を言い合えるだろう」という。

　仕事を盾にすれば、こちらが折れるだろうという下心がスッケスケだ。

『大上さんさ、いつも堅いんだよ。営業なんて、お客と飲みにいってなんぼでしょ？』

「いえ、お話なら事務所で充分できると思います。個人的に二人きりでお会いするのは、ちょっと……」

　いつもスムーズに仕事の話が進まないのは、お酒が入っていないからではない。

　この店長が毎度、やたらと事務所で二人きりになりたがったり、プライベートな話ばかりを始めてしまうからだ。

　個人的な電話番号を聞き出そうとしたり、からだに触れたがるそぶりをする。

　二人で飲みにいこう、そうすれば、もっと商品を展開するスペースを店舗内に広げてやるという。

　自分で自分の身を守れないような接待は絶対にしない。

　飲みに誘われても、断る。

　なにか起きてしまったら、すぐに上司に報告をする。

　営業部の女性の先輩から、何度も言い聞かされてきた言葉だ。

　顧客の中には、こちらが逆らえないと勘違いをして、しつこく二人きりの飲みに誘おうとする人がいるらしいと。

　確かに軽く食事でもと、声をかけてくる取引先の男性もいる。

　けれど、それは社交辞令の延長ともとれる雰囲気で、お断りを入れるとあっさり引き下がってくれる、大人のやり取りだった。

　けれど、この店長はまったく引き下がってくれない。

　ついに、会社にまで電話をかけてきた。

『大上さんさ、仕事する気あるの？　こっちはわざわざ電話までして、打ち合わせしようって言ってんのに。おかしいよ、あんた！　こっちが契約切ってもいいのか！』

　誘いを断る私が非常識だと、電話の向こうで声を荒らげる。

　仕事をする気がない？　いや、飲みの誘いを断るだけで、自分なりにしっかり仕事をしていますけど？

「上司に代わってよ」

　脅しとばかりに、上司を出せといっている。そうすれば、ひるんだ私が言うことを聞くとでも思っているのが得意気な声色から分かる。

　……むかつく！

　思わず飛び出しそうになった言葉をかろうじて飲み込んで、店長の要望通り、宇佐美さんに代わってもらった。

　宇佐美さんは、店長が一方的に話すのをさえぎることなく聞いている。

　店長は、私のことをなんて言っているんだろう。きっと、仕事ができないとか、生意気だとか、話が通じないとか、ひどく言ってるんだろうな。

　自分は悪くないと思っていても、クレームを向けられれば気持ちのよいものではない。

　気持ちが沈み始めた頃、隣りのデスクから及川くんがこっそり声をかけてくれた。

「あれ、あの電話って例の店長？　なに、ついに宇佐美さんに『御社の大上さんと夜の会食をさせてください』って直談判？」

　及川くんには、何度か愚痴を聞いてもらったことがあった。

　異動で店長が代わるかもしれないから、それまで我慢すれば……。

　その間、店長からの誘いは止まることがなかった。

　そこで、「やっぱり今からでも上司に相談した方がいい」と及川くんから助言をもらい、宇佐美さんへの報告となった。

　報告を聞いた宇佐美さんは心配をしてくれた。私も悩んでいたことの話ができて、少し肩の力を抜くことができた。

　断り続けていれば、そのうちに誘うのにも飽きてくれると思っていたのに。

　まさか、会社に電話までかけてくるとは。

　事情を知っているとはいえ、今、店長から直接話を聞いている宇佐美さんは、どう思うだろう。

「……気持ち的に足が重くなってはいたけどさ、適当に仕事してさっさと帰ることなんてしなかったのに」

　つい、及川くんに悔しい気持ちを吐露してしまった。

　悪いことをしていなくても、一方的にまくし立てられれば辛くなる。

　しかも宇佐美さんがそれを聞いているなんて、恥ずかしいやら情けないやら落ち込んでしまう。

　よくあること、みんな一度は経験するものだと先輩たちから言われていたけれど、いざ直面すると結構なダメージを受けるものだと、身をもって知った。

　私の後任は誰になるんだろう、申し訳ないとじわじわ罪悪感がわいてくる。

「おれ、ルート近いし、あそこの引き継ぎ、立候補しようかな」

　落ち込み始めた私を見兼ねてか、及川くんがなんでもないように言ってくれる。

「そういうところ、及川くんのモテるポイントだよね」

「全然モテない……とは言わないけど。普通だろ、助けたいって思うのは」

「普通って言えるところがすごいよ、負担になっちゃうかもしれないのに。でも、今のでちょっと気持ちが救われてる」

　さらりと、本当に引き継いでくれそうなことを言う及川くんには、結構ファンがいると聞く。

　話上手で気がきいて、そのうえ高身長で優しげな雰囲気が人気なんだろう。いわゆる癒し系に近いかもしれない。

　現に、今まさに、及川くんの言葉で私が助けられている。

「ありがとうね、ごめんね。気を使わせちゃって」

　お礼を言うと、及川くんは柔らかく目を細める。

「おれと大上、同期なんだし、そういうのは言いっこなしだよ。病める日も健やかなる日も、大雨でも酷暑でも営業がうまくいかない日も、ここで毎日頑張ってる仲だろ」

「ふふ、それ言ったら、同期ってこと以外は先輩たちもおんなじだよ」

「ばーか、同期ってところが、さらにポイントなんだろ。デスクも隣同士だし？」

　及川くんには珍しく、今度は男っぽい砕けた表情で笑いかけてくる。

「そうだね、隣同士だしね」

　及川くんにあらためて気が紛れたことに対するお礼を伝えていると、電話を切った宇佐美さんが私の名前を呼んだ。

　今回の取引先のことは前もって宇佐美さんには相談していたため、私に担当を続けるかどうかの意思確認だった。

　けれど、私が思いのほか落ち込んでいる風に見えたのだろうか、周りの目を気にしてくれて、ミーティングルームでの聞き取りとなった。

「俺はこの機会に担当を変更した方がいいと思ってる。それはああいう電話が来たからではなくて、大上のためにそうした方がいいと思ってるんだけど」

　思うところはあったので、私も変更と引き継ぎをお願いする。

「私からも、そうしてほしいと思っています」

　ほっとした気持ちと、前任の店長と作ってきた売り場への思い入れが、複雑に混じりあう。

「そう言ってくれてよかったよ。先方さん、電話でなんて言ったと思う？　大上が直接謝りにくれば、また任せてやってもいいなんて言うんだぜ」

「はぁ」

「だよなぁ、その反応になるよな。あれは結構、大上のことを気に入ってたんだと思うよ。だけど困ってたって話は聞いていたから、一旦この話を預からせてもらったんだ」

　さっきまでのセンチメンタルな気持ちは吹っ飛んでしまった。

「あの、後任はどうなるんでしょうか」

　今一番心配なのは、あの店長とこれから付き合っていかないといけない後任が誰になるかだ。

「ああいうタイプは、山口に任せようと思う。似た店舗を回ってるから、引き継ぎもスムーズに進むと思うし、なによりイエスとノーがはっきりしてるしな」

　山口さんは見た目からも、とても頼りになる先輩だ。

　趣味で野球を続けているので、日焼けした綺麗な肌に、たくましい体躯をしている。

「山口さん、引き受けてくださるでしょうか」

「今回の話をしたら、むしろ進んで代わってくれるだろ。山口、癖のある顧客と渡り合うのが妙に上手いんだ」

　宇佐美さんが、向かいに座った私をじっと見る。

「来週、山口と二人でその店に行ってくるよ。店長が代わってからまだ挨拶できないままだったし、ちょっと顔も見てみたいし」

　その語り口があまりにも不穏だったので、私も宇佐美さんを見返してしまう。

　宇佐美さん、不機嫌が顔に丸出しになっていた。すごく怒ってる……？

「宇佐美さん、怒ってくれてるんですか？」

「……大上のことをなんだと思ってるんだって、周りに誰もいなかったら電話越しに怒鳴ってたかもしれない」

　普段なら、こういった場面でも冷静に対応しているように見える宇佐美さんが、かなり怒ってる。

　不謹慎だと思いながら、落ち込み気味だった私の心に、嬉しいという感情がぽっと生まれた。

「ごめんなさい。ふふ。嬉しくて顔がにやけてしまいます」

　ゆるむ表情をおさえられなくて、正直に言ってしまった。

　さっきまでの不機嫌はどこへいったのか、宇佐美さんの顔が途端に赤くなる。

　それから片手で口元をおさえて、そっぽを向いてしまった。

「顔が落ち着くまで……待ってくれ」

　部下の言葉に、照れてしまっているのかな。

「……私、やっぱり少しは落ち込んでいたんです。なんでもっとうまくやれなかったんだろうって。でも宇佐美さんが怒ってくれたから、後任にお願いしようって思えました」

　宇佐美さんの赤くなった横顔を見ながら、今の気持ちをさらに言葉にする。

「落ち着くまで、待ってって言ったろ」

「だって、嬉しいんですもん」

　仕事に熱心な宇佐美さんも、怒ってくれる宇佐美さんも、照れる宇佐美さんも、全部やっぱり好きだなって思う。

「……大上。山口に業務を引き継ぎする前に、俺にもう一度話を聞かせてくれ」

「あっ、はい！　ではまず……」

「今、じゃなくて。……今夜、嫌じゃなかったら飯でも行かないか？」

　嫌だなんて思わない。むしろ大歓迎ですと、喉から出かかったのを慌てて飲み込む。

「……大丈夫です。よろしくお願いします」

「よかった。……あと、大上はずいぶんと及川と仲がいいみたいだから、その辺りどうなっているのかも聞かせてほしいな」

　及川くん？　と不思議に思いながらも、私はすっかり浮かれてしまった。






　いつも交流会で使う、居酒屋『徳ちゃん』に二人で来たのはいいけれど……。

　お店は相変わらずの盛況で、私たちはカウンター席に通された。

　平日の夜でも、会社帰りのサラリーマンで店内はいっぱいだ。

　あちこちのテーブルが賑わい、スタッフは料理やお酒をテキパキと運んでいる。

　ふと視線を奥の座敷へ移すと、そちらからも盛大な笑い声が聞こえてきた。

　お店の雰囲気に、宇佐美さんに手を握られてはじまった夜を思い出してしまう。

　今度は私が妙に緊張してきてしまった。

　仕事の延長だよね、なにかこの後に……ってことじゃないよね？

　私だけが意識していることがバレないように、なるたけ普段通りの顔を作る。

　そうしながら宇佐美さんの表情を会話のすきに窺うと……視線を泳がせながら、だけど私を見ている。

　熱い、なにか言いたそうな視線が絡む。

「……大上、もう酔ったのか？　頬が赤くなってる」

　宇佐美さんの指先が、綿菓子にでも触れるかのように、そうっと私の頬を一度なでた。

「そういう宇佐美さんだって」

　酔ってますよ、と言いかけて言葉がつまった。

　酔っていたら、今夜、どうなるの。

　私からの言葉を待つ、宇佐美さんの瞳がかすかに揺れている。

　あの夜の再来のような雰囲気に、思わず私は分かりやすく照れてしまった。

「あっ……」

　そんな私を見て、宇佐美さんが視線をそらす。

「さっきの、『あっ……』て、なんですか？」

「な、なんでもない」

　そう言って、宇佐美さんはこっちを向いてくれない。

　宇佐美さんも、思い出しちゃってるんだ。

　妙な緊張感と、かすかに甘い空気が二人を再びつつむ。

　きっと、どちらかがまた手を握れば、それが合図になるだろう。

　話のあいだに生まれた沈黙で、私たちはお互いの出方を探る。

　私は、瓶ビールを持ち自分のグラスになみなみと注ぐ、宇佐美さんの手を意識して見てしまっていた。

　このまま、また肌を合わせたら。私たちはいったいどんな関係になるのだろう。

　もう一度、そんな機会がおとずれたら、どさくさにまぎれて今度こそ冗談めかして好きって言えるかな。

　このまま、宇佐美さんのよい部下でいたい。自分の気持ちを伝えて、そんなつもりじゃなかったなんて言われて、ギクシャクしたくない。

　臆病でずるい私は、熱と欲におぼれたベッドの中で、息つぎのようにしか、好きだなんて言えないだろう。

　その時は、宇佐美さんの表情は見ないように、目は閉じてしまおう。

　心はきっとむなしい。情けないし、こっそり泣くかもしれない。

　それでも、私は宇佐美さんのできるだけ近くにいたい。






　二人で店を出て、駅までの道を並んで歩く。

　ぽつりと言葉を発しては、黙り込むのをくりかえす。

　お互いに意識しているのに、どうしてもあと一歩が出ない。

　いつもよりゆっくり歩く自分はずるいと思うし、欲をかすかに滲ませた顔で私を見るのに、何も言ってくれない宇佐美さんをずるいと思ってしまう。

　私は緊張して宇佐美さんからの言葉を待つ。

　いつ手を握られてもいいように、宇佐美さんとは反対側に持った鞄を握る手に力が入ってしまう。

　私のあいている手に、気づいていないのかな。

　気づいているけれど、知らないふりをしているのかな。

　もう少し一緒にいたいって言って、宇佐美さんの手を自分から握れたらいいのに。

　先に見える、あの交差点まで行ったら。

　決意とは裏腹に、私も臆病になっていて何もできないでいた。

　ちらりと、宇佐美さんを見上げると、時々目が合ってもどかしくなる。

　そんなことを何度かくりかえしているうちに、とうとう駅が見えてきてしまった。






　そのまま地下に下り、改札に入って、軽く手を振り宇佐美さんと別れる。

　名残り惜しい気持ちのまま、一歩踏みだす。

　やっぱり、もうそういう機会は私と宇佐美さんとの間には、ないのかもしれない。

　縁がなかった。私に魅力が足りなかったのか。

　でも、これでよかったんだ。

　何にもなければ、この関係はこれ以上にも、これ以下にもならない。

　だから、がっかりなんてしちゃダメだ。

　私たちは普通の上司と部下、なんだから。

　私の胸にわいていた期待と、それからこの寂しさ。

　それを早くとり払ってしまいたくて、ホームへと続く階段を早足で降りた。

















第三章












　私が宇佐美さんに恋心を抱いている、そのことを知っている人は誰もいない。

　隠し通すと決めたのは私だけど、思いっきり恋の話をしたい時だって、実はある。

　でも、ぽろりとこぼした一言が、巡りめぐって本人の耳に入ってしまうことだって、あるかもしれないのだ。

　人の口には戸は立てられない。

　だから自分の口からも、うっかりこぼしてしまわないように戸を立てて、二重ロックを掛けている。

　社内で仲よくしている子に彼氏や好きな人の有無をどれだけ聞かれても、今は仕事が一番楽しいからと答えている。

　そのたびに、もったいない！　誰か紹介するよ！　と熱心に言われるけれど、だってもう本当は好きな人がいるのだ。

　言いたい。聞いてほしい。格好いい、惚れぼれするような宇佐美さんの仕事でのエピソード。それに、実は可愛いところもあることを。

　口には頑丈な戸を立てたけれど、目はどうにもならないらしい。

　仕事中なんて、必要以上に気を引き締めていないと、つい宇佐美さんを目で追ってしまう瞬間がある。

　本人や周りには気付かれないように細心の注意を払っているつもりだけど、どうしても目を奪われてしまう。

　シャツの袖をまくると現れる、たくましい腕。資料に視線を落とす、真剣な表情。

　多分生き物って、格好いいものや綺麗なものに視線や意識を奪われるようにできているのかもしれない。

　そうやって好きな人を見ている時、私はいったいどんな表情をしているんだろうか。

　……なんてことを、仕事中に考えてしまっている原因は、私の視線の先にある。

　営業事務の女の子が、宇佐美さんと楽しそうにデスクで何か会話を交わしている。

　そこだけ見ると、まるでオフィスドラマのワンシーンのようだ。

　女の子はしきりに自分の前髪を気にして触っていて、少し離れたこちらにも照れている様子がつたわってくる。

　小鹿みたいなアーモンド型の瞳が可愛い子。

　宇佐美さんが何か喋るたびに、こたえるように小さく笑っている。

　私なんて、営業先に渡す資料の作成で眉間にシワがよっているのに。

　目の前のモニターとにらめっこをしながら、できるだけ分かりやすくと考えるほどに、レイアウトの配置が分からなくなる。詳しく文章で説明を入れたいところと、写真やイラストで視覚から情報を知ってもらいたいところ。

　うんうんと心の中で唸って、頭の中ではぐるぐる画像と文章がうずまく。

　そんな時、きっと私の表情はお世辞にも可愛いとはいえないだろう。

　あんな風に、楽しそうな笑顔だけみてもらえていたら、宇佐美さんに好きになってもらえるのかもしれない。

　私だって笑顔を見せるけれど、同じくらいに泣き顔やしかめっ面、可愛いとはいえない顔を見せてしまっている。

　いいな、と羨ましく思う。

　素直に恋する、女の子の表情。

　気にしている場合ではないのに、どうしても二人の様子が気になる。

　営業事務の子、以前はあんな風に宇佐美さんとお喋りしたりしてなかった。

　あの子も変わったけれど、私は宇佐美さんも変わったんだと思っている。

　宇佐美さんは最近、話しかけやすい雰囲気になったと、社内の女の子たちのあいだで評判なのだ。

　以前から頼りがいのある人だった。けれど、その整った容姿をふくめ、気軽に声なんて掛けられなかった。

　遠くからただ見るだけの存在だと、営業事務の女の子たちもため息まじりに言っていた。

　私は仕事上、彼女たちよりは話ができていたと思う。宇佐美さんに認めてほしくて、がむしゃらに頑張ったぶんだけ距離が近くなったと思っていた。

　けれど、今は違ってきた。

　宇佐美さんを狙っていた女の子たちは、状況が変わったとばかりにアプローチをかけている。

　挨拶はもちろん、なにか確認が必要なことがある時に、まず宇佐美さんに声を掛けるようになった。

　会話のあいだに、ちょっとしたプライベートな話題を挟んで盛り上がる。

　以前より、部署内へのお菓子の差し入れが増えた。貰いっぱなしは悪いと、宇佐美さんが代表でデパ地下の有名な焼き菓子店の小袋を女の子たちにお礼に渡していた。

　なぜか私にもくれたけれど、みんなよりもひとつ多かった。

　そのうちに、宇佐美さんをランチに誘うつわものも出てくるかもしれない。

「なに、やっぱり気になる？」

　その言葉に体が飛び上がるかと思うほど、びっくりしてしまった。

　発言の主は、私と同じように隣で資料を作っている及川くんだった。

「な、なにが？」

　話し込む二人を見すぎてしまっていたようだ。

「事務のあの子、宇佐美さん狙いかな。結構人気なんだよ、他の部署のやつらに」

「……そうなんだ」

　可愛い子だ。気にしている人だっているのは、不思議じゃない。

　目立つタイプではないけれど、ふわっとした可愛い系。たまに話をすることがあるけれど、しっかりしていて優しい子だった。

「可愛いよね。私とは大違いだ」

　声を掛けてきた及川くんに当たるつもりじゃなかったのに、ささくれはじめた心が言葉になって飛び出してしまった。

　目の前のモニターは、ひとつも作業が進まないままだ。

　集中しなきゃいけない。それに、あの二人だって、いつまでも話し込んでいるわけじゃない。

　きっと事務的な確認かなにかで、あの子は宇佐美さんのところへ来たんだろう。

　視線を二人から離す。これ以上気にしてしまったら、余計なことまで考えはじめてしまいそうだ。

　たとえば、あの夜の相手は、あの子でもよかったんじゃないかって……。

　じわり、と視界が歪みはじめる。やばい、ちょっと泣きそうになった。






　その数日後、事態が一転した。

　宇佐美さんに来客があり、会議室へ通された。それから、一時間ほど経過している。

　ちらりと聞いた話だと、都内を中心にチェーン展開する有名な生活雑貨店のバイヤーが来ているという。

　もちろん、その店には文房具は豊富に取り揃えてある。私も大好きな店だ。

　元々当社とも取引はあるけれど、さらなる展開があるのだろうか。

　そんなことを考えながら、鞄に資料を入れてルート営業へ向かう準備をする。

　女子トイレの鏡の前でメイクを軽く直して、身だしなみもチェックした。

　よし、大丈夫。

　気合いを入れてエレベーターホールへ向かうと、ちょうど宇佐美さんが来客を見送っている最中だった。

　エレベーターはまだ来ないようで、閉じたままの扉の脇で二人が談笑をしていた。

　他には誰も見当たらない。

　同じエレベーターに乗るのは控えようと、静かに足を止めた。

　気を使わせてしまったら申し訳がないので、気配を殺して離れたところで様子を窺うことにした。

　そのバイヤーと思われる人は、宇佐美さんと同じ歳くらいの女性だった。

　スラリとスタイルが良く、パンツスーツ姿からは、自信と可憐さに満ち溢れたオーラが放たれている。

　私もいつかこうなりたい、そういう願望を具現化したような女性だった。

　なにより、宇佐美さんと話をする横顔がすごく綺麗で、思わず見とれてしまった。

　小さい顔、透きとおる色白な肌に、意志の強そうな大きな瞳。

　ひとつに結えられた髪は、彼女が笑うとさらさらとその背中で上下する。

　宇佐美さんと並ぶと、美男美女。二人だけの世界が完成するはずだ。

　誰もその空気を乱したりはできない。話しかけるなんて、もってのほかだと思ってしまう。

　女性の指先がのばされて、今日は珍しくセットがきまっていない宇佐美さんの前髪をつまんだ。

　その自然な流れ。女性に髪をつままれて、おかしそうに笑う宇佐美さんの少年みたいな顔。

　私の心が、嫌な予感にどくりと脈うつ。

　二人のあいだに流れる、仕事上のつき合い以上のものを、否応なしに感じとってしまった。

　エレベーターが着いたことを知らせる音がして、二人はそちらに意識を向けた。

　私は気付かれないように、そうっときびすを返す。

　そのままある程度離れてから、さっきまでいた女子トイレに駆け込んだ。

　誰もいない。いなくてよかった。

　鏡にうつる自分を見たら、すっかり自信をなくして青白い顔をしていた。手は震えて、心臓もまだばくばくと鳴っている。

「……自業自得だよ」

　宇佐美さんとのこの距離感が心地よくて、好きだと気持ちを伝えることから逃げていたのに。

　そうして、今まで忘れていたことを思い出した。

　宇佐美さんがフリーだと分かる前に、彼女だと噂になった人のこと。

　取引先の人で、すごく綺麗な人だと。あまりにもおおざっぱな噂だったので半信半疑に思いつつ、ありえるかもと想像した人物。

　もしかすると、噂の彼女はさっきの人かもしれない。

　あの感じ、もしかしたらつき合っていたというのは本当なんじゃないだろうか。

　元恋人で、今は仕事上のつき合いだけだとしても、憎からず思っていれば多少の触れ合いはあるんじゃないだろうか。

　たとえば、さっきみたいな。

　あの二人の雰囲気なら、そのうちに復縁だってありえるように見えた。

　誰かが入ってくる気配がしたので、こんな顔を見られたくなくて個室へ逃げ込む。

　ここで時間を置かないと、すぐに下へ向かってしまったら、今度は正面から二人の姿を見るはめになるかもしれない。

　パウダールームでは、さっき入ってきたらしい女の子二人が小さな声で盛り上がっていた。

「なんか、さっきの人って宇佐美さんの知り合いらしい」

「ただの取引先の人じゃないってこと？」

「なんかね、お茶を出しにいった子が言ってたの。宇佐美さんがその人のことを、下の名前で一回だけうっかり呼んじゃったみたいよ」

「それって彼女なんじゃないの？　フリーだって聞いたから嬉しかったのになぁ」

　あーあ、と二人分のため息が聞こえた。

　会話の内容からすると、総務部の女子社員のようだ。

　盗み聞きをするつもりじゃなかったのに、結果的にはそうなってしまった。

　さっきの場面の答え合わせのような会話に、鼻の奥が痛くなる。

　そのうちに揃って出ていったので、私も個室から出た。誰もいなくなって、しんと静かだ。

　もう一度、鏡の前に立つ。さっきと同じ、青白い顔。

「……仕事。仕事しなきゃ。がっかりされたくないんでしょ。しっかり成果を出せば、また喜んでもらえるよ」

　言い聞かせるように、鏡の中の自分にゆっくりと呟く。

　意気地なし、臆病者。鏡の向こうの私の目は、そう言っているように見えた。






　その日の私は、やはり仕事に集中できなかった。

　ルート営業なのですでに見知った顧客のところへ向かうのだけど、行く先々で体調が悪いのかとずいぶん心配されてしまった。

　言葉につまる、会話の最中で声が聞きとりづらくなる。

　ぼうっとしているわけではないのに、反応が遅くなってしまう。

　大丈夫だと伝えても、やはり顔色も悪いままだったらしい。

　資料を渡して、近日中に再度伺うと断って会社に戻った。

　個人的な事情、しかも恋愛関係のことで落ち込み顧客に気を使わせてしまって恥ずかしい。

　自分のデスクに戻った瞬間に、情けなさやみじめさが一気に押し寄せてきた。

　ため息を吐きたくなるのを、ぐっと堪える。

　今日はもう、身勝手だけど宇佐美さんの姿は見たくない。そう思っても、同じ部署なのだから難しい話だ。

　直帰にすればよかったと考えながらジャケットを脱いでいると、電話が鳴ったので対応する。

　先輩に確認を取りたい案件だったので辺りを見渡すと、部長と話をする宇佐美さんと目が合ってしまった。

　また、どきりと心臓がはねる。嬉しいとか緊張するとか、そういったものではない。

　落ち込んだ情けない顔を、見ないでほしかったのかもしれない。

　言葉にはできない感情にのまれて、私はあわてて目をそらした。

　夕方になり、日が落ちる。

　帰宅する人、まだ残って書類仕事をする人とで、部署のなかが一時ざわざわとする。

　うまく思考がまとまらず、開いたパソコンにも何も残せなかった。もう今日は無理だ、残ったってなんにもできそうもない。

　気持ちを切り替えるためにいれたコーヒーも、ひとくちも飲まないままデスクの端っこで冷めきっている。

　それを掴んで、給湯室へ中身を捨てるために向かう。

　蛇口をひねると、水がさーっとシンクに流れ出す。そこにコーヒーを流していると、後ろから名前を呼ばれた。

　今日はできるだけ顔を見たくなかった人が、返事をするけれど振り返らない私の名前を、もう一度呼ぶ。

「大上」

　私は手元のからになった紙コップを、その人からは見えないようにぐしゃりと握る。

　かすかに熱くなりはじめた目頭をごまかすために、強く一度つむってから振り返った。

「お疲れ様です、宇佐美さん」

　笑顔を作ったつもりがうまく頬に力が入らず、へにゃりとしてしまった。

「今日、なにかあったか？」

　宇佐美さんが、端正な顔を心配そうに曇らせている。いつも覇気を感じる顔が、こちらまで眉が下がってしまうほどに元気がない。

「どうしたんですか。その顔」

「どうしたって、お前の顔も相当ひどいぞ」

　好きな人が、相当ひどいという自分の顔の、頬に手を当ててみる。

　指先が緊張からか、ひんやりとしていた。

「……腹減ってるなら、これから一緒に飯に行くか？」

　目が合う。視線がからむ。宇佐美さんの私を見る目が、なにかあったなら話を聞きたいと訴える。

　いつもの私なら、ふたつ返事で飛びつく誘いだ。

　優しい人だ。部下思いの、素敵な上司だ。

　このあいだの営業事務の子、エレベーターホールでみたバイヤーの女性。代わるがわるに二人の笑顔が私の頭のなかに浮かぶ。

「大丈夫です。やだな、そんなにお腹減ってるように見えますか？」

　無理やり出したような声に聞こえたかもしれない。

　宇佐美さんは、答えに困ったように黙っている。

　私はこれ以上宇佐美さんを困らせたくなくて、ペコりと頭を下げてその脇をすり抜けて給湯室を出た。

　片手には、捨てそこねた紙コップがまだ握られたままだ。

　嫉妬と自分への情けなさがこもった力で、ぺちゃんこにされたそれは、私の今の心みたいだ。

　自分のデスクからジャケットと鞄をつかんで早足で飛び出した。

　私を追いかけてきたのか、会社を出たところで帰り支度を済ませた姿の及川くんが、息の上がった声で「ちょっと待って」と私を呼び止めた。

「大上、何回も呼んだのに全然気づかないんだもん」

　すっかり空は暗くなっていたけれど、まだこの時間のオフィス街は、人工の光で明るい。

　帰り道を急ぐ人々が、立ち止まったままの私と及川くんを避けていく。

「ごめん、ぼーっとしてたよ。なにかあった？　私、忘れ物とかしちゃってた？」

　思いつくまま口にすると、及川くんがニコッと笑う。

「これから、飲みに行かない？」

「私、そんなにお腹へってそうな顔してる？」

「うわ、その断り方、結構傷つくんだけど」

「……あっ！　ごめん、そうじゃないの」

　あわてて謝ると、及川くんは笑い出した。私はまた、ささくれた気持ちを無意識に及川くんに向けてしまったことを反省する。

「ほんとうに、どうしたの？」

　邪魔にならないように二人で歩道の端へ寄る。夜の匂いを含んだ風が、私たちのそばに立つハナミズキの葉をさわさわと鳴らした。

「べつに。たまたま大上と帰るタイミングが同じだったから、飲みに誘ってみようかなって。同期だし？」

　背の高い及川くんの、柔らかな髪も夜風に揺れている。

　私が給湯室からデスクに戻った時、及川くんはまだ隣で顧客に電話をかけていた。

　帰り支度を始める気配なんて、まったくなかった。

　だから小さく声だけかけて、早足で出てきたのに。

　この同期にも、心配をかけてしまったみたいだ。

　さっきまで一人になって泣きたかった気持ちが、ほんの少し縮んだのを感じた。その分、余裕も生まれる。

「あはは！　出た、同期！　そうだよね、せっかく同期なのに、二人で飲んだことって今までなかったよね」

　私が笑いながらそう返すと、及川くんも笑ってくれた。






　定例会では同じテーブルになることが多いけれど、二人きりというのはなかった。

　いつもの居酒屋かな、と思いながらついていくと、予想もしていなかった、駅のそばの昔からあるビルに着いた。

「ここ、なの？」

「お、なにか疑ってる？　見た目は雑居ビルだけど、あそこに看板が出てるだろ」

　雑居ビルの入り口、及川くんの指さした先に、お店の名前が書かれた黒板ボードが立っていた。

「……あ、本当だ、お店っぽい名前が書いてある」

「中に入ったら、びっくりすると思うよ」

　及川くんが連れてきてくれたお店は、ひっそりとしたお洒落なイタリアンバルだった。

　いつも通り過ぎていたビルの中に、こんなお店があるなんて知らなかった。

「わ、すごい！」

　こじんまりした店内には、たくさんのワインボトルがいたるところに並んでいる。

　カウンターにはすぐに提供できるような、大皿に盛られた大きなミートボールや野菜の煮込みが並んでいる。それに、生ハムの原木がどーんと存在を主張している。

　美味しそうな匂いに少し調子を取り戻したのか、お腹が鳴った。

　陽気な音楽が流れ、先客たちがお喋りやお酒を楽しんでいる。私たちもテーブルへ案内された。

「いいお店だろ、大上にもいつか教えてやろうって思ってたんだ」

　紙おしぼりで手を拭きながら、及川くんが得意げな顔をする。

　一杯目。スパークリングワインで乾杯をする。

「……わ、おいしい！　これ、炭酸強めの好きなタイプのだ」

「やった。大上が前に、居酒屋にもスパークリングワイン置いてほしいって飲み会で言ってたからさ。偶然ここ知った時、すぐに大上の顔が浮かんだ」

　及川くんが、にこっと笑う。

「やだ、酔っぱらってる顔が浮かんだんでしょ」

「そうそう、酔って赤い顔してるのに、一生懸命に宇佐美さんから仕事の話を聞いてる顔」

　予期せぬ宇佐美さんの名前に、むせてしまった。

　二杯目。マスターお勧めの赤ワインをグラスで。美味しくてデキャンタを追加。早くも及川くんの目が、とろんとしはじめた。

　及川くんは、お酒があまり得意なほうじゃない。

「……大上さ、このあいだ、自分は可愛くないみたいなこと言ったじゃん？」

　バゲットにレバーパテをのせながら、私はいつかのシーンを思い出す。営業事務の女の子と、宇佐美さんが談笑していたところだ。

「言ったねぇ。だってさ、実際に私はあんな風にふわふわ可愛い感じじゃないしね」

　ありがたくも、綺麗だとお世辞を言われることもあった。だけど、悲しいかな、自分はあの子みたいな守ってあげたくなるタイプではないのだ。

「かわいいよ」

「えっ、嘘でも嬉しいんですけど」

　嘘、という私の言葉に、酔った及川くんが違うと言った。

「大上は最初から可愛かったんだよ。最近はどんどん綺麗になっちゃって、他の部署のやつらがうるさいの知ってる？　彼氏できたのかとか、すぐ聞いてくるし。おれが一番知りたいっての」

　ネクタイをゆるめて、酔ってゆるゆるの雰囲気になっている及川くん。

　私が八つ当たりしてしまった言葉を、ずっと覚えていてくれたんだ。

　思わず恥ずかしくなってしまって、レバーパテをのせおわったバゲットを及川くんの口に突っ込んでしまった。

　もしこれ以上のことを聞いてしまったら、今日は泣いてしまうかもと思ったからだ。

　可愛い、だなんて。気を使ってくれた及川くんの優しさに、嬉しくなる。

　感謝の気持ちと同時に、八つ当たりで大人気ない言葉を投げてしまったことを反省する。

　及川くんは私があげたバゲットをぺろりと食べた。

「なかなか機会がなかったけど、こうやってサシで飲むのも楽しいね。なんか、元気出てきたかも。いっぱい飲めちゃいそう」

「だろ？　調子悪そうだったから迷ったけど、思い切って声をかけてよかった」

　そうして私にもっと飲めとワインをついだあとに、自分は頬杖をつきながらうたた寝を始めた。

　自分だって忙しいうえに、お酒も得意じゃないのに、私を誘ってくれた。

「及川くんは、優しいね」

　そう呟いて、誘いを断ってしまった宇佐美さんの顔を思い出した。

　宇佐美さんも、心配してくれたのに。

　明日からは、気持ちをきちんと切り替えよう。

　デキャンタに残ったワインを自分のグラスにそそぐ。

　今夜のお礼に、今度は私から及川くんをご飯のおいしいお店に誘おう。

　またここでもいいけれど、次は乾杯の一杯目だけお酒にして、フードをメインにしてみたい。

　窓の外を見ると、オフィス街にはまだ光が溢れていた。空にはそのおこぼれのような一等星が、ぼんやりと浮かんで見える。

　及川くんの静かな寝顔、疲れていたんだろうな。

　腕時計をみると、二十一時半を過ぎたところだ。まだ電車は走っているけど、及川くんが起きる気配がない。

　ここが大通りに面したビルでよかった。タクシーはすぐにつかまえられる。






　お店を出ると、酔ってゆるゆるになっていた気持ちが、帰宅するために引き締まる。

　それじゃまた明日と言いたいところだったのに、及川くんがのっしりと私に体重をかけてくる。

「及川くん、あとちょっとだから。せめて私がタクシーをつかまえるまで頑張って起きてて」

　及川くんは半分眠ってしまったままで、私に支えられて立っている。

　一見すると、背の高い彼氏に甘えられている彼女に見えるかもしれない状況だ。

　時々本当に甘えるように顔を私の頭にのせて、楽しそうに私の名前を呼ぶ。

　同期の意外な一面が思わぬかたちで発覚してしまった。

「及川くんの彼女になる人も、幸せものだ」

　宇佐美さんの彼女も。

　誰に聞かせる訳でもない言葉は、足元のアスファルトに落ちる。

　──その時だ。

「……大上？」

　私の胸を騒がす聞きなれた声が、歩く先から聞こえてきた。

















第四章












「……大上？」

　そう疑問形で名前を呼ばれて、驚いて肩がはねてしまった。

　視線を上げると、少し先に宇佐美さんが驚いた表情を浮かべて足を止めていた。

　今から帰るところだったのだろう。こんな時間まで、残って仕事をしていたんだ。

「宇佐美さん……」

　お疲れ様ですと、いつもなら続く言葉が喉に引っかかり、するりと出てこない。

　宇佐美さんの誘いをあいまいに断って逃げ出したのに、及川くんと一緒にいるところを見られてしまった。

　その気まずさからくる罪悪感がまるで氷水のようで、酔った私の頭をサーッと冷やす。

　及川くんはまだ宇佐美さんに気づかないのか、私にかかる重みは変わらないままだ。

　大通りには街路灯が並び、老舗デパートや大型書店のショーウインドーが輝いている。夜も交通量が多く、十分に明るい。

　早足で帰宅をいそぐ人。すでにどこかで飲んだのか、騒がしく二軒目にでも向かうグループ、まだまだ人が行き交っている。

　夜とはいえ、そのひとりひとりの表情が分かるほどだ。

　こちらからも、宇佐美さんの顔もよく見える。驚いた表情が、次第に曇りはじめている。

　どうしよう。気まずいだけで悪いことをしたわけでもないのに。

　その時。

　酔った及川くんの膝がかくりと折れた。とっさに支えようと、もう片方の手に持っていた自分の鞄から咄嗟に手を離す。

　体格差でただでさえ不安定だったのに、今度は二人してバランスを崩してしまった。

「きゃっ……」

　酔って受け身のとれない及川くんをかばおうにも、力が足りずどうにもならない。

　だめだ。覚悟を決めて、きたるべき衝撃にぎゅっと目を閉じた。

　鞄がどさりと地面に落ちる音がする。

　必死で及川くんを支えていた肩が、ふっと軽くなった。

「……大丈夫か？」

「宇佐美さん！」

　よろめいた私と及川くんを抱きとめるように、宇佐美さんが駆けつけてくれた。

　こんな時なのに、力強い腕に支えられながら、久しぶりの近さに胸が鳴ってしまう。

「俺の鞄、持っててくれ」

「あっ、はい」

　黒いビジネスバッグをずいっと出されて、それを慌てて受け取る。

　足元に落ちたままだった自分の鞄を拾い、すぐそこに見えていたバス停のベンチまで、及川くんをおんぶして運ぶ宇佐美さんの後を追った。幸いバスを待っている人はいなかった。

「及川、全然起きないな。どれだけ飲んだんだ」

「及川くんは、ワインを二杯くらいです」

「……こいつ、途中で寝てたんじゃないか？　あんまり強いほうじゃないだろ」

「……はい、残ったワインは全部私がいただいちゃいました。それでもお店を出る頃は、まだ半分くらいは起きてたんです」

　ベンチへ及川くんを下ろす宇佐美さんを手伝ったあと、鞄を二人のそばに置いて、宇佐美さんの指示で近くのコンビニで水を買ってきた。

　声を掛けながら少しずつ水を飲んでもらうと、及川くんはさっきよりも意識がはっきりとしてきたようだ。

　私に小さな声で、ありがとうと言ったあと、宇佐美さんの姿を見て考え込んでいる。

「……あれ、宇佐美さんがいる？　ゆめ？」

　夢か現実か判断がつかない、またはここに宇佐美さんがいるのが不思議だとばかりに呟いた。

　私も、まさか宇佐美さんに会うとは思わなかったから、その気持ちは分かる。

「しっかりしろ、夢じゃないから」

　宇佐美さんはそう言って、ため息をついた。

　私じゃとても、体格差のある及川くんをこんな風にベンチへは運べなかった。

　なにより、及川くんが酔って潰れた時点で休ませなければいけなかった。

　動かせないならその場にでも座らせて、お水を飲ませながら様子を見なきゃいけなかったのに。

　無理に帰ろうとしたから、二人して転んでしまうところだった。

「……ごめんね」

　酔った人への介抱の知識不足が恥ずかしい、それにあのまま転んでいたら、及川くんにケガをさせてしまったかもしれなかったんだ。

　ほっとしたら、自然とよかったと言葉がこぼれた。

　私が落ち込みそうなのを表情から察したのか、宇佐美さんに軽く背中を叩かれた。

　本当に、周りをよく見ている人だ。

　二十分ほどすると、だいぶ及川くんの意識もはっきりとしてきた。ただ、立ち上がるとまだふらついている。

「大上、また鞄を持ってもらえるか？」

「はい」

　ベンチの端に置いた自分と及川くん、それから宇佐美さんの鞄を持つ。

　宇佐美さんは及川くんに今度は肩を貸して、ゆっくりと歩き出した。

　そのまま大通りに出ると、宇佐美さんはすぐにタクシーを止めてくれた。

　タクシーに近付くと、運転手さんはすぐに後部座席のドアを開けてくれた。

　そこに宇佐美さんは及川くんを慎重に乗せる。

　そのまま自身も乗り込んで、及川くんに手早くシートベルトを締めた。

　短く運転手さんと会話を交わし、後部座席から降りて財布から一万円を渡している。

「じゃあ、お願いします」

　宇佐美さんがそう言うと、タクシーはドアを閉めて、静かに走り出した。

　見ていることしかできなかった私は、スムーズな流れに驚いてしまった。

　見送るつもりだったのか、宇佐美さんが走り去るタクシーに軽く手を振る。そのタイミングで、新たなタクシーが止まってしまった。

　次のタクシーも私たちを客だと思ったのか、後部座席のドアを開ける。

　宇佐美さんと私、「あっ」と顔を見合わせる。

　誤解させてしまって申し訳ないと、その場から離れようとすると宇佐美さんに手を軽く掴まれた。

「大上も飲んだんだろ、今日はタクシーで帰れ」

「飲みましたけど、そこまで酔ってないですよ？」

「いいから。その、心配だし、及川の介抱でくたびれたろ。料金は俺がもつから」

　宇佐美さんに負い目があるのと、ドアを開けて待っているタクシーからの若干の圧で、これ以上ここで押し問答はできない雰囲気だ。

「……分かりました」

　観念して後部座席に乗り込むと、続けて宇佐美さんも乗ってきたのでびっくりしてしまった。

「な、なんで宇佐美さんまでっ」

「俺も一緒に帰る」

「どこへ?!」

「どうしましょう？」と合いの手のように運転手さんに声を掛けられる。

　急かされている気がしてしまい、最寄り駅と住んでいるマンションまでの道順を伝えてしまった。

　思いがけず、いきなりこんなことになってしまった。

　一緒に帰るって、うちに？　いや、相乗りって意味かもしれない。

　マンションじゃなくて、駅まででよかったのに焦って言ってしまった。

　……どうしよう。

　いきなり一人暮らしの部下の部屋に上がり込もうなんて、そんなことを宇佐美さんが考える……はずないよね。

　ポーン、とナビゲーションが始まる合図がして、タクシーは走り出した。

　静かなままの車内。膝の上に置いたバッグの重さに気付いて、冷や汗が出た。

　宇佐美さんのバッグを預かったままだった。それに、きちんとお礼も言えていない。

「……及川くんのこと、ありがとうございました。私だけじゃ、タクシーに乗せるのにもっと時間がかかったと思います。それに、酔った人に対する応急処置ができませんでした」

　気まずいながら、隣に座る宇佐美さんに顔を向けて、頭を下げる。

　そして預かっていたままだったバッグを渡した。

　宇佐美さんは何か言いたげにするのを見て、私はとっさに及川くんとのことで、誤解されて何か言われてしまうかもと身構えた。

　自分の表情が、固くなったのが分かる。

　見つめあったまま数秒後、宇佐美さんは言葉を飲み込んだ。

　タクシーは、夜の街を光の海を泳ぐように進む。

　不自然な沈黙が辛くて、気を紛らわそうと外に目をやった。

　タクシーの窓越しに見る夜の風景がみんな、別の世界の出来事のように見える。

　就職を機に東京に出てきた時、光輝く夜の街には、また昼とは違う楽しいことが沢山あるんだとわくわくした。

　東京は、子供の頃に家のクリスマスツリーに飾った電飾がいつまでも暗闇のなかで点滅している様子に似ていると思った。

　ピカピカで特別で、綺麗で、非日常的で。

　上京してから浮かれた気持ちが落ち着くまでは、仕事が終わったあとのショッピング、お洒落なカフェでお茶を楽しんだ。疲れているのに楽しくて、休日には話題のスウィーツを買いに並んだりもした。

　でもそのうちに、東京だって私の地元と同じで、人が住む街なのだと分かった。

　私が暮らしている文京区は住宅の多いエリアで、賑やかな通りから離れれば住宅やマンションが並ぶ。

　都内にしては緑が多く、また坂道ばかりでちょっとした運動になっている。

　通学路の標識、季節の花が植えられたプランター、丸々太ったノラ猫が我が物顔で路地裏を歩く。

　夜は薄暗いところも多いし、駅から早足で帰りを急ぐこわい日もたまにある。

　わくわくしていた気持ちも次第に小さくなった。そのぶん、ここが私の暮らす場所と思えるようにもなってきた。

　子供のころに大好きだったツリーや電飾は、今じゃすっかり物置の奥にしまわれている。

　クリスマスが来ても、もう誰も飾らなくなっていた。

　車の窓ガラスに、宇佐美さんの横顔がうつる。

　イニシャルＵさんに憧れて、営業部への配属を希望した。

　そのＵさんが宇佐美さんで、もっと認められたい、頼りにされたいと頑張った。

　そのうちに好きになって、でも上司と部下の関係が思った以上に心地よくて。

　まさか、気持ちを告げないままで、セックスするとは思わなかった。

　神様からのご褒美だったのか、それとも煮え切らない私への試練だったのかな。

　今はもっともっと、以前よりもずっと宇佐美さんを好きになってる。

　自分に自信が持てたら。

　当たって砕けてもまた立ち上がることができる、ピカピカで特別なものが心のなかに持てたらいいのに。

　タクシーから見える風景が、見慣れたコンビニや公園の風景に変わる。

　私の考えすぎだよね？　宇佐美さんがこれから部屋に来るかもなんて、余計な心配だよね？

　かろうじて人を呼べる最低限のレベルで整理整頓はしてある。ただ、好きな人を呼ぶにはもう少し女の子らしい部屋だと思ってもらえるようにしたかった。

　今の私の部屋は、可愛らしさにはちょっと欠ける、ギリギリのラインだ。

　カーテンやラグに統一感を持たせたいし、新しいルームフレグランスも置きたかった。

　好きな人が来るなら、雑誌で見るようなシンプルで可愛らしい部屋に招きたかったのに。

　まず玄関周り、先週使った傘を畳まずに立て掛けたままだったのを思い出した。シューズボックスの上に置いた卓上カレンダーは、先月のままで時を止めている。

　ＤＭも、何通もそのまま置きっぱなしだ。

　暮らしやすいけれど、隠しておきたい生活感がにじみ出ている。

　ひとり頭の中で問答を繰り返しているうちに、タクシーはとうとうマンションの近くまで来てしまった。

「このあとはどう行きますか？」と聞かれて、私は「ここで降ります！」と告げ、ドアを開けてもらった。

　運転手さんから、メーターの料金を告げられる。

「こ、ここまでの料金は私が払います！　宇佐美さんは、ここからまた乗って帰られるんですよね？」

　思わず畳み掛ける言い方になってしまい、自分だけが焦っているのがバレそうで恥ずかしい。

　鞄からお財布を出そうとして、間違って似た色の手帳を出してしまった。

「わ、違う、すみません。今、払いますから……！」

　この空間で、こんなに慌てているのが私だけ、ということが非常に辛い。

　鞄をあさる手元を、横から宇佐美さんに再び掴まれ制止された。

「え、なに」

「……寄っちゃダメか？　少しでいい、玄関先でも、いや、マンションの入り口でもいいからお前と話がしたい」

　端正な顔を不安に曇らせて、私にうかがってくる。

「えっ、あ、ええ？」

　私を強引にタクシーに乗せたのに、寄っていいかどうかは聞いてくるなんて。

　運転手さんも、黙って前を向いたままこの顛末がどう終着するかを、降車を急かさず待っていてくれている。

　私にとっては一大事なやり取りも、タクシーの中では日常的にあるのかもしれないと思わせるプロの姿勢をみた。

　断る？　頷く？

　平日の夜、時間はきっと二十二時半少し前にはなっている。

　普通の友達だったら、多分断る。

　だけど、目の前の人は、友達とは違うのだ。

「……なにもお構いできませんが、それでもよかったら」

　他に思いつかなくて、ありきたりな言葉のチョイスになってしまう。

　こちとら、かなり勇気を出した。

　曇っていた宇佐美さんの顔が、ふわっと明るくなる。

　タイミングを計っていたであろう運転手さんに再度料金を告げられて、宇佐美さんは私の手を離して、素早く自分の財布からカードを出した。

　私のあとに、宇佐美さんがタクシーから降りる。

　タクシーが去ったあと。早速会話に困る。

「……じゃあ、行きましょうか」

　ここにずっとはいられないので、おずおずと自分のマンションへ宇佐美さんを案内した。

　文京区の端っこ。千石駅から徒歩数分、築三十年のワンルーム、多分誰もがぼんやりと想像ができる、一人暮らしの女子の部屋だ。

　ここで生活しているのだから、当たり前に生活感というものが溢れている。

　やっぱり傘は下駄箱の端に立て掛けたままだったし、その下駄箱の上には乱雑にＤＭが数通置きっぱなしになっていた。

　先月のままの小さな卓上カレンダーを、さりげなくぱたりと手でふせた。

　普段なら全然気にならないところが、今晩はやけに目立って見える。

　帰ったらやろう、休みになったら片付けようと、ずるずるとそのままになってしまっていた。

　自分が悪いのだけど、どうか細かいところは見ないでほしい。

「散らかってますが」

　そう言ったそばからベッドに脱ぎっぱなしになっている部屋着を発見してしまった。素早くかき集めて、掛布団の中へ押し込んだ。

　整えた座布団に座ってもらい、お茶を淹れるのにキッチンに立つ。

　ここから、きょろきょろと珍しそうに部屋を見渡す宇佐美さんが見える。

　すっごいイケメンが、私の部屋にいる。

　現実感がまるでなくて、バーチャルな空間みたいだ。

　私の手が止まってしまったからか、こっちを向いた宇佐美さんと目が合ってしまった。

「こ、コーヒーか緑茶、どっちがいいですか？　あと牛乳もあります」

「えっ、牛乳？　はは、牛乳飲むかなんて初めて聞かれた。気になるけど、今はコーヒーがいいかな」

「あはは……そうですよね。普通、牛乳はないか。じゃあ私は温めて飲みます」

　緊張して、今、お客さんに用意できる飲み物の候補に、牛乳まで入れて聞いてしまった。

　自分のマグカップに牛乳をついでレンジで温めている間に、コーヒー用のお湯をわかす。

　コーヒーを入れるなら、カフェオレでもよかったな。

　その時、自分の部屋の食器類をみて気付いた。

　気のきいたカップがないのだ。

　好きな人や彼氏、特別な人をおもてなしするための食器類がほとんどなかった。

　好きな柄を自分の分だけ、友達が遊びに来た時にはそれらを使えば間に合っていた。

　宇佐美さんを好きになって三年。

　この部屋に上がる男性はいなかったし、宇佐美さんが自分の部屋に来るという想定外の出来事が起きるなんて、ひとかけらも想像していなかった。

　そんな万が一を考える余裕もなかったし、期待もしてなかったんだな。

　インスタントのコーヒーと、温めた牛乳。二つを持って、宇佐美さんのところへ戻る。

「お待たせしました。お砂糖とミルク、ここに置きますね」

「ありがとう」

　宇佐美さんの隣に座るわけにもいかず、小さなテーブルを挟んで反対側にクッションを持ってきて座った。

　二人黙って、向かい合う。

　話したいって、何だろう。沈黙が気まずくて、結局私から話を始めた。

「……及川くん、あのあとタクシーで、また寝ちゃってないでしょうか」

「及川のマンションのある最寄り駅で、一度声を掛けてもらえるように伝えたし、大丈夫だろ」

　いつもより静かで低い声のトーンに、気まずかったことを改めて気付かされる。

　そうだ、よく考えたら、誘いをうやむやに断ってしまった宇佐美さんと二人きりになっちゃったんだ。

　怒ってるかもしれない。

　そうでないとしても、断ってきた相手が違う人間とこの時間まで一緒のところを見たら、気分はよくないだろう。

　自分に呆れて、泣きそうだ。肺からぐっと空気が押し上げられて、苦しくなる。

　ここからどう返事を返していいのか分からなくて黙ると、宇佐美さんが口を開いた。

「今日、無理矢理部屋に上がりこんで悪かった。お前と及川が一緒にいるところを見たら……そのままで帰ることがどうしてもできなくて」

「いえ……。私も、せっかく宇佐美さんがご飯に誘ってくださったのに、うやむやにして帰ってしまってすみませんでした」

　お互いに謝っているのに、すっきりとした雰囲気にはならずにいる。

　その原因は、きっとお互いに聞きたいことや知りたいこと、言いたいことをまだ伝えきれずにいるからだ。

『昼間のバイヤーの方は、宇佐美さんの彼女だったんですか？』

　そう聞く勇気も、返事を受け止める心の準備もできていない。

　なのに、知りたいという気持ちはどんどん大きく膨らんでいる。

　知って、自分勝手に傷つくのは分かっているのに。

「……大上」

　口もつけないまま、薄く膜が張り始めたホットミルクから視線をあげる。

「はい」

「……寂しいなら、俺じゃダメなのか？」

　一瞬、何を言われているのか理解ができなかった。

　困ったような、寂しさも感じさせる表情で、宇佐美さんは言った。

　──寂しいなら、俺じゃダメなのか？

「……えっ？」

　それって、私が寂しいから及川くんと今夜どうにかなろうとしてたのかって言いたいの？

　それは絶対にない。

　今夜及川くんと飲みに行ったのは、追いかけてきてくれた優しさが嬉しかったからだ。

　それに甘えた自覚があるぶん、宇佐美さんの言い方はものすごく引っかかった。

　宇佐美さんを想う気持ちが、言葉のヤスリでガリガリと削られていく。

　今日は、仲のよさそうな二人の姿を見てしまったのだ。

　そこから逃げ出した自分が、情けなくて仕方がなかった。

　今日は心がすり減ってしまって、宇佐美さんの顔を見たらもっと辛くなると思った。

　自衛なんて大げさなものではない。ただ避けたことで、こんな風に思われるなんて。

　怒りに似た感情が、沸騰しそうになる。

　悲しさと、もどかしさが爆発しそう。

「……そんな言い方って、ないでしょう。私が誰と飲みにいったって……いいじゃないですか」

　だって、私たちは、ただ一度寝ただけの、上司と部下じゃないですか。

　それだけの関係だ。

　だけど私は、まだあの夜の思い出を大事にしたいから。そうは言わずに飲み込んだ。

「私だって、宇佐美さん以外の人と飲みに行ったりしますよ」

　小さな声で、精一杯の反撃をする。

「……いつ、誰と？」

「待ってください。何だかこの流れだと、私は宇佐美さんとしか飲みにいっちゃいけないふうに聞こえちゃいますよ？」

　まるで独占欲をみせる宇佐美さんの言い方に、胸がざわざわする。

　嬉しい気持ちと、そうでない気持ちがせめぎあう。

「……宇佐美さんて」

「うん？」

　だめ。言っちゃだめ。

　なのに、心が熱暴走を始めて、コントロールがきかなくなっている。

『寂しいなら、俺じゃダメなのか？』

　勇気を振り絞ったあの夜の私を、『寂しかったから抱かれた』、なんて思われていたのか。

　悲しい。辛い。でも仕方がない。

　いつまでも一晩限りの関係だと割り切れなくて、勝手にその思い出を後生大事にしているのは私の方だ。

　ここで涙のひとつでも零したら、また状況が変わるかもしれないのに。

　自分に都合のよい優しい言い訳を作って、好きですと伝えられずに、安全圏で拗ねてうじうじとしている自分に腹が立つ。

　どうしても傷ついたことを悟られたくなくて、無理矢理に作った笑顔は歪いびつに見えたかもしれない。

「……一回寝ただけで、束縛してくるタイプなんですか？」

　吐き出した言葉は皮肉めいていて、自分の可愛げのなさにじわりと涙がでそうになった。

　宇佐美さんが返事に困ったように固まっている。

　テーブルの上の二つのちぐはぐなマグカップ。

　中身は、いつまでも口を付けられず、やがて完全に冷たくなった。






　傷付いたって、嫌だって、いくらため息を吐いたって朝は来てしまう。

　私以外の世界を祝福するような、やたら爽やかな晴天だ。

　メイクをする気力がなくても、必要最低限には顔を整えないといけない。

「……休むわけにはいかないもんなぁ」

　鏡にうつる私は、あきらかに気落ちしている。元気もなければ、運もない。

　手元もおぼつかなくて、蓋をはずした美容液の瓶を落としてしまった。

　奮発して買って、大事に使おうと決めた、開けたばかりのものだった。

　小さな綺麗な瓶から、とくとくと静かに美容液が流れ出す。すぐに瓶を手にとり起こせばいいのに、体が咄嗟に動かなかった。

　洗面台を拭きながら、昨夜のことを考えてしまう。

　あのあと、宇佐美さんは答えをくれず、すぐに帰った。

「帰る」と言われて、私はついほっとしてしまった。

　マンションの下まで送ることはせず、玄関から見送った。

「コーヒー、ご馳走さま」なんて言ってくれたけど、ひと口も飲んではいなかった。

「……もう、全部終わりだね。今まで通りにはいかない」
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　目の前にうつる鏡のなかの私は、やっぱり悲しい顔をしている。

　そんな自分に、声に出して言って聞かせる。

「だからって、仕事を辞めるわけにいかないでしょ」

　失恋して、そういう選択をする人も、世の中にはいるだろう。

　私は、まだこの仕事を続けたい。

「ご飯を食べるため、家賃を払うために、明日も生きてくために働かないと」

　そうだ。休んで家で泣いていたって、そのうちに有休だって使い果たしてしまう。

「休んで、迷惑かけちゃだめだ」

　宇佐美さんの顔を見るのは辛いけど、避けていては仕事にならない。

「……ははっ、二人で泊まった翌週に私を避けまくってたのは、宇佐美さんのほうだったのになぁ」

　真っ赤な顔をして、照れて目も合わせてくれなくて。

　ちょっとだけ笑えた。うん、この勢いで出社してしまおう。

　気合いを入れるために、いつもより長く冷水で洗顔をした。

　身支度を整えてマンションを出ると、眩むほどの太陽の光が寝不足の頭にくらりときた。

　出社をすると、宇佐美さんの姿がすぐに見えた。

　厳しい顔をして、自分のデスクでなにかの資料を読んでいる。

　私のデスクから、宇佐美さんのデスクは少しだけ遠い。今日ばかりは助かったと鞄を置くと、すぐに後ろから声を掛けられた。

「大上、昨日ごめんな」

　片手にアイスコーヒー、もう片方に鞄とコンビニの袋を下げた及川くんだった。

　すぐに隣のデスクに荷物を置くと、椅子に座りそのまま私の側まで寄ってきた。

　いつもより距離が近いのは、気のせいかな。

　私はこっそりと小さな声で、内緒話のように体調を尋ねる。

「おはよう、二日酔いは大丈夫だった？」

「……大丈夫とは言えない、けど大上と飲むのは想像以上に楽しかった。美味そうに酒飲んで飯食ってるの見て、嬉しかった」

　無邪気にニッと笑う顔に、昨日の酔ってぐだぐだになった及川くんの姿を思い出す。

　ワインで酔ってテーブルに頬杖をつきながら、うとうと眠そうな顔。

「会計、全部出させちゃったな。かなり迷惑かけちゃったし。今朝目が覚めて正気になったら、思い出してマジで血の気が引いた」

　申し訳なさそうな顔で、ごめんと足した。

「昨日のは、穴場なお店を教えてくれたお礼だと思って、このままご馳走させて」

「まじか～、誘っておいて情けない。他にも連れて行きたい店があるから、また近いうちに飲みに行こう。今度は絶対に飲み過ぎないし、奢るから。挽回させてよ」

　及川くんは昨夜のことを、よっぽど気にしているのか。私の前で両手をぱんっと合わせて、お願い！　と頭を下げた。

　当分はもう、誰に誘われても飲みに行く気分にはならないので、返事の代わりに曖昧に笑う。

　次の約束。今はそういう話を避けたくて、話題を変えた。

「昨日、宇佐美さんに介抱されてタクシーに乗せてもらったのは覚えてる？」

「なんか、ぼや～っと。運転手に声掛けられて、起きたら駅だったからびっくりした。タクシー代は預かってるって言われて、そこからアパートまで乗せてってもらっちゃった」

「そっか。宇佐美さんにお礼を言って、タクシー代返さなきゃだね」

「怒られるよなぁ、かなり迷惑掛けたし」

　及川くんは、大げさにがくりと肩を落としてみせた。それがちょっと面白くて、口元をおさえて小さく笑う。

　今朝の鏡に向けた乾いた笑いより、ずっといつもの自分らしく笑えた。

「……昨日、大上は大丈夫だった？　ひとりで帰ったの？」

　ふっと、さっきまでおどけていた及川くんが、真剣な顔で私を見た。

「えっと……」

　さっきまでの、笑いが引っ込んだ。

　もしかして……私があの後、宇佐美さんと帰ったことを知ってる？

　ううん。知らないはず。落ち着け私、焦った表情を出しちゃだめ。

「及川くんには、心配されたくないな」

　そう、笑って冗談ぽくはぐらかす。

　きっと、ただ何も知らずに心配してくれただけだ。

　私と宇佐美さんの間にあったことなんて、絶対に知られているはずない。

　でも、それって本当に？

　ぽっと生まれた小さな不安が、疑心暗鬼に育っていく。

「……元気もないし、寝れてないだろ」

　及川くんの手が私の頬にすっと伸びてくる。

　そんなことは初めてで、なんで、と考えながら体が動かない。

　その時だった。

　二つの手のひらが、後ろから私の両方の頬をそっと挟んだ。

「わっ、だれっ」

　びっくりして、思わず声が出てしまった。

　及川くんは、私からは確認できない誰かを見ながら、伸ばした手を引っ込めた。

　いまだに私の頬を後ろから両手で挟みながら立っている人を、座ったまま見上げている。

「……健気で可愛くなって、ついに観念したんですか？」

　及川くんが、その人に向かって私には意味の分からないことを言う。

　気のせいじゃないレベルで、出社してきた部署のみんなが、チラチラこっちを見ている。

　なに、誰なの、ふざけた営業部長？

　今朝はおふざけに付き合えるほどの、元気も気力もないんだってば！

　だけど、違和感に気づく。

　お調子者の営業部長だって、こんな風に女子社員にいきなり触れてくるなんてことは絶対にない。

　……じゃあ、誰？

　まったく心当たりがない。なさすぎて、こわくてちょっと泣きそうになってきた。

「だ、誰なんですか」

　この頬に当てられた手を掴んで剥がそう。

　思い切って、その大きく感じる暖かな手を掴んだ瞬間。

　ふにゅっと頬のお肉を両側から軽く押された。

「大上には及川の知らない、可愛くないところもあるぞ」

　心臓が口から飛び出すかと思うくらい、ドキッと跳ねた。

　そのまま、仰け反るように顔を上げる。

　ひよこみたいな変顔のままで。

「う、うひゃみさん？」

　そこには、こわいオーラを出しながら、私にニッコリ笑う宇佐美さんが立っていた。

















第五章












「なになに、大上、宇佐美を怒らせたのか」

　あっはっはと、出社してきた営業部長の大きく笑う声がする。両側の頬を宇佐美さんにホールドされたままの私には、営業部長に挨拶することも、その姿を確認することも叶わない。

　この様子を遠巻きに見ていた人たちは、宇佐美さんの謎の行動に小さく笑っている。

　どんな状況なの、これ。

　私から見えるのは、逆さまの、宇佐美さんの顔と白い天井だけだ。

　にっこりしてるのに、怒っているようにも見える。

「……うひゃみしゃん」

　変な顔のまま情けない声でまた名前を呼ぶ。

「宇佐美～、あんまり大上をいじめるなよ？　さ、朝礼を始めるぞ」

　営業部長の声に、宇佐美さんはむにゅむにゅっと頬を挟む手に何度か力を入れてから、手を離した。宇佐美さんはそのまま何も言わず、自分のデスクへ戻っていった。

　次第に営業部内はまたいつもの、毎朝の見慣れた風景に戻っていった。

　朝から営業部内で注目を集めてしまった出来事は、タイミングよく出社してきた営業部長の一声でパッとお開きになった。

　この謎のシチュエーションは、上司と部下のちょっとしたおふざけ。営業部長のおかげで、そういうことになったようだ。

　私はまだドキドキと胸を鳴らしながら、手のひらの感触の残る頬に触る。

　昨日の二人の間にあった不穏な空気はまだ残ったままなのに、私にとった行動の意味が分からない。

　しかも、可愛くないところもあるって言っていた。

　途端に、むっとした気持ちがわいてくる。

　自分が全方位に可愛いわけじゃないのは分かっている。だけどそれを宇佐美さんに言われると、また違う人に言われるのとは重みが違ってくるのだ。

　ずしんと鉛の塊を渡された気分で、さらに落ち込みそう。

「……なんだったんだろうね、今の」

　なるたけ平静を装って及川くんに話しかけると、及川くんは複雑な表情で私を見た。

「……なんだろうな」

　そう答えると、今度は力の抜けたような顔で困ったように笑った。

　元気をなくした顔。気になりつつも、あと少しで朝礼が始まる雰囲気に流されて、なにかあったのかと、声を掛けそびれてしまった。

　その日の午前中、私は宇佐美さんを避けるようにしてしまった。

　いつまでもそうしてはいられないと頭では分かっていながら、その姿がありそうな方へは視線を向けられなかった。

　午後になり、私は逃げるように外回りに出た。

　一日の終わり。暗くなった空の下、街灯や車のライトが駅までの道を明るく照らす。駅に向かう人の波に乗って、ぼんやりと歩いていた。

　今日の宇佐美さんを思い出していた。

　どうして、みんなが見ている中であんな行動をしたんだろう。

　触れられた感触から、嫌がらせでないことは分かる。

　……いや、それより、絶対に私、人に見せちゃいけない変顔にされていた。

　それ、宇佐美さんに一番近くで見られちゃったんだ。

　……ああ、宇佐美さんの記憶から消し去りたい……！

「ごめん、大上。今からちょっと、話したいことがあるんだけど」

「……わっ、及川くん？」

　宇佐美さんのことで頭がいっぱいになっていたから、後ろから声をかけられて、飛び上がるほど驚いてしまった。

「昨日も誘ったばっかりなんだけど、これから少しだけ時間ある？　コーヒー、一杯ぶんの時間だけでいいから」

　驚いて、足が止まった。そうして、予想外に覇気のない声が気になった。

　今日じゃないとだめ？　なんて一瞬頭をよぎる。

　早く帰って一人になって、ベッドに身を投げ出したかった。

　だけど、今朝の元気をなくした顔を思い出す。それと同じ顔をして、及川くんが私を見ている。

「……絶対、酒は飲まないから」

「ふふ、いいよ。それに昨日のことは、本当に気にしないで。私だって酔ってぐでんぐでんになる時もあるよ、家限定だけど」

　私の余計な最後の一言で及川くんの表情が曇るのを見て、慌てて近くにあったコーヒーのチェーン店へ誘った。

　陽が暮れてからのお店は、ひと息つくために寄ったと思われる人たちが集まっていた。

　この辺りに勤める人の、憩いの場だ。

　多少混雑している風に見えたけれど、テイクアウトのお客さんも多くテーブル席はいくつか空いている。

　注文カウンターで二つコーヒーを頼んで、それを受け取りまだ空席の目立つ奥へ向かった。

　私と及川くん、向かい合わせに席につく。コーヒーの香ばしい匂いを嗅ぐと、寝不足だった私の体が、静かにため息を吐いた。

　及川くんも同じように、力が抜けたように息を吐いている。

　悩みか、それとも相談があるんだろうか。

　及川くんから切り出すまでは、私から聞かずに待つことにする。

　今日の朝、寝坊しそうになった話から始まった。

　起きて、昨日の自分のやらかしたことを思い出しているうちに、家を出る時間が迫っていたこと。

　髭も剃らなきゃだし、なのに寝癖が酷くて、こんな朝に限って大変だったこと。

　穏やかな声で及川くんが語る。私も買ったばかりの美容液を洗面所でひっくり返したと言うと、お互いに散々だったねと笑ってくれた。

　なにげない世間話が続く。

　そのうちにテーブルのコーヒーは、半分もなくなってきていた。

　ただ、話がしたい気分なだけだったのかな。

　それならそれでいいと、ぬるくなり始めたコーヒーを一気に飲んでしまわないようにと慎重に口をつける。

「おれさ、自分がわりと呑気な性格だって自覚してるのね」

「そうだね、及川くんは穏やかだし、せっかちな方ではないよね」

「そうなんだよ。でも今、それじゃダメだったんだなって、もの凄く後悔してる。まぁ、せっかちでもいいって話じゃないんだけどさ」

　じっと私の目を見る及川くんの雰囲気が、いつもと違うことに気づく。

　瞳がゆらめいて、まるで水をたたえた湖みたいだ。

　涙がこぼれそう、とまではいかないけれど潤んでいる。そして、真剣な眼差しを向けてくる。

　何度か開きかけては閉じる唇が、言葉を細くつむいだ。

「……おれ、大上のことが好きなんだ」

　賑わう店内でも、その声はかき消されることなく、私の耳にはっきりと届いた。

「……私？」

　嘘とも本当とも聞けず、相手が私なのかと思わず確認をしてしまった。

　だって、そんな素振りも言葉も全然なかった……はずだ。

「うん、大上のことだよ。……ああ、ずっと言えなかったのに、一度伝えたら何回だって言えそう」

　そうして、入社した頃から好きなんだと、もう一度言葉にした。

　私は及川くんの勇気に、泣き出したい気持ちになってしまった。

　私は、宇佐美さんが好き。

　望みのない恋だからといって、好きだと言ってくれた及川くんと付き合うという選択肢はない。

　だから、私は及川くんに、希望を持たせるような言葉を送れない。

　鼻の奥が痛くなる。

　周りの賑やかな声も遠くに聞こえる。

　及川くんは、まるで私の答えを知っているかのように、鼻をすんと鳴らして一度外に視線をやった。

「ありがとう……でも……私も好きな人がいるんだ」

　喉から絞り出すように、私も言葉にした。

　初めてだ。宇佐美さんを好きになって、初めて他人に、恋をしていることを伝えた。

　心臓がドキドキしている。私が泣いちゃだめだと思いながら、勝手に涙が溢れ出てくる。

「知ってたよ、宇佐美さんだろ。おれはずっと大上を見てたから、分かる。あー、ほら、鼻水出てるよ」

　そう言って、テーブルに備えてあった紙ナプキンを二枚そっと渡してくれた。

　それを受け取って、涙と鼻を拭く。紙ナプキンは固くて、少し痛かった。

「おれさ、来月大阪に転勤になんの。部長から内示を受けてさ、大阪でも知識やスキルを身につけてこいって。まだ誰にも内緒にしててね」

「……まって、立て続けに驚かされて、心臓がもたない」

　及川くんは、ははっと笑う。私はキャパオーバー寸前で、止まりそうだった涙が再び溢れた。

「いつか好きだって言おう、なんて呑気に考えてたらこれだもんな。で、昨日は絶対に大上に告白しようって決めたら、緊張し過ぎて酒で潰れちゃうし」

「緊張、してたんだ」

「した！　お前が悲しい顔して会社から飛び出していったろ？　それ見たら追いかけなくちゃ、今、言わなくちゃって必死だったよ。もっと余裕持ってかっこよく誘いたかったのにさ。お前のことが好きな奴が、大事に思ってる男がここにいるぞって知ってほしかったんだ」

　及川くんは自分の目頭を揉んで、ふうっと息を吐いた。

「……大阪行って、いつかこっちに戻ってくる。もっと仕事のできるいい男になって、宇佐美さんとも肩を並べられるくらいになるから。また一緒に仕事しような」

　その言葉に、胸が締め上げられる。

　及川くんは、前を向いてるんだ。

　その姿勢に、びりびりと刺激を受ける。うじうじするたびに固くなっていた自分の心の厚い殻に、亀裂が入り始めるのを感じた。

「うん……！　私もこっちで頑張るから」

「そうだな、そんで大上も宇佐美さんに好きだって言って、フラれたら大阪に傷心旅行に来いよ。案内するからさ、フラれた者同士で美味いもん食いに行こう」

「あはは！　酷いけど、そう考えたら面白いね」

　気持ちにはこたえられなかったのに、及川くんに勇気づけてもらった。フラれた者同士って、私がフッておいて何だか変な話だけど。

　及川くんが、すっきりした顔で笑う。

「……言えてよかった。聞いてくれて、ありがとうな」

「ううん。こちらこそ、ありがとう。気持ち、伝えてもらえて嬉しかった」

　私の涙も、いつの間にか止まっていた。

　二人で、冷めたコーヒーの残りを一気に飲み干す。

　苦さと甘さが、舌の上で一緒に消えていく。

　及川くんと私の、コーヒー一杯ぶんの時間はこうして終わった。






　あのコーヒー店での出来事から、あっという間に一ヶ月がたった。

　及川くんの告白と転勤は、私の頑なだった意識を変えた。

　私は、ずっと宇佐美さんの気持ちを知るのがこわかった。

　宇佐美さんにアプローチをする女の子を気にしながら、自分はよい部下でいようとした。

　フラれたら一緒にいられない、なんて理由をつけていた。

　フラれたっていいんだ、仕事は仕事。部下として精一杯、頑張ればいいんだ。

　失恋の傷は仕事で癒す！　くらいの気持ちを持っていたい。

　どうして、いつまでも宇佐美さんと同じ場所で働いていけると思っていたんだろう。

　転勤や何かの事情で、突然離れてしまうことだってあるのに。

　そうなってからじゃ、ああしておけばよかったなんてあとの祭り。いくら後悔したって、時間は巻き戻せない。

『もの凄く後悔している』と言った及川くんの顔を思い出すと、胸が痛くなる。

　私が宇佐美さんを好きなことを分かっていながらも、離れる前に気持ちを伝えてくれた。

　最後まで、私を元気づけようとしてくれていた。

　私の隣のデスクは綺麗に片付けられて、三年使っていた及川くんの名残りはない。

　この時間は、大阪支社でも朝礼が行われている頃だろうか。

　及川くんから告白をされた翌日から、私は少しずつ宇佐美さんを避けるのをやめた。

　今まで一緒に仕事ができていたのが不思議なくらい、緊張した。

　宇佐美さんは、上司らしく接してくれている。

　冷たくされるのも覚悟していたから、これはありがたかった。

　宇佐美さんが私の部屋にきた夜。可愛くないことを言って困らせて避けていたのだから、私への好感度はもう地の底だろう。そのまま地べたを這いつくばって、ぐずぐず泣きごとばっかり考え続けていくのだと思っていた。

　けれど、その気持ちは変わっていった。

　好きだって、伝えたい。

　私は宇佐美さんが好きだから、抱かれたことを知ってほしい。

　寂しいからじゃない。宇佐美さんが好きで、ずっとドキドキして心臓は爆発しそうだったこと、手を引いてもらって嬉しかったこと。

　大上凪子は、宇佐美さんが好き。

　三年も片想いをしていて、褒められたくて仕事も頑張って、よい部下でいたくて言えなかった好きって気持ち。

　全部伝えて、しっかりフラれよう。

『ごめん、大上のことは部下としか思えない』そんな風に申し訳なさそうに謝る、宇佐美さんの姿を具体的に想像してしまう。

　傷つく予行練習を、頭が始めている。

　気持ちに整理をつけたら、いつか宇佐美さんがフッたことを後悔するくらいの、いい女になってやる。

　十年くらい掛かるかも、だけど。

　朝礼が終わった。そのタイミング、部長と宇佐美さんの会話で、午後四時にあのバイヤーさんが来社することを知った。

　元カノかもしれない、あの日見た美女。以前だったら逃げ出したい気持ちでいっぱいになっていたかもしれない。

　けれど今は、彼女をもっと近くで見て、その容姿や人となりを少しでも知りたかった。

　宇佐美さんのタイプを後学のために知っておきたい。十年では同じような魅力を得るのは無理かもだけど、目標にしたい。

　あの人と会話なんてできないだろうから、その姿がもし見られたら、目に焼き付けておこう。

　ずいぶんと、私は前向きになったと思う。

　むしろ前のめり過ぎだって、今の状況を知ったら、私の気持ちを唯一知る及川くんは笑うかもしれないな。

　午前中から外回りをし、外でランチを済ませて夕方少し前に帰社する。

　最後に回った客先で、新商品をどう売り場で展開するか相談されこの時間になってしまった。

　きっともう彼女は帰ってしまっているし、そのまま直帰でも問題なかったかもしれない。

　今日は姿を見ることはできなかったな、なんて考えながら営業部に戻る前、手を洗うのに寄ったフロアのトイレ。

　なにも考えずに入って、心臓が飛び出すかと思った。

　あの元カノかもしれないバイヤーさんが、困った様子でブラウスに水で濡らしたハンカチを押し当てていた。

　驚いて動きの止まった私に気付いたバイヤーさんは、ぺこりと小さく会釈をしてくれた。

　私も慌てて、返す。

　どうやら、コーヒーでシミを作ってしまったようだった。

　私は自分の鞄から、携帯用の小さなシミ抜きを取り出した。出先で同じような目にあってから、持ち歩くようにしていたものだ。

「あの、これシミ抜きです。よかったら使ってください」

「すみません、ありがとうございます」

　隣からおずおずと差し出すと、バイヤーさんは喜んで受け取ってくれた。

　彼女が動くたびにいい匂いがして、きゅうっと胸が苦しくなる。

　綺麗な人は、まとう空気から違う気がする。バタバタと騒がしい、私とは明らかに違う。

　早速落ち込みそうになるのを、ぐっと堪えた。

　コーヒーのシミは綺麗に落ちたみたいだ。

「助かりました。お気に入りのブラウスだったので、今日着てきてしまったことをここで一人で後悔してたんです」

　悪戯っぽく笑う顔も魅力的で、同性の私でも視線を奪われてしまう。

「お役に立ててよかったです」

　シミ抜きを私に返すと、彼女が挨拶を始めた。

「コンフォートのバイヤーをしている、宇佐美と申します」

　一瞬、聞き間違えかと思った。

　だって、宇佐美さんと同じ名字って。

「う、宇佐美さんですか？　すみません、私の上司も同じ名字なので驚いてしまって……。あっ、私、営業部の大上と申します」

　すると、バイヤーの宇佐美さんの表情がぱっと明るくなった。

「営業部の大上さん！　いつも厚くんからあなたの話を聞いてます。あっ、宇佐美厚がお世話になっております。私、宇佐美の……」

　待って、言わないで。

　その先は聞いちゃいけない気がする。

「あ、あのっ、ごめんなさい！　失礼します！」

　彼女の言葉を最後まで聞く前に、勢いよく頭を下げてトイレを飛び出した。

　聞きたくなくて、遮ってしまった。

　あれって。

　あの言葉の続きって。

　でも、誰からも聞いてない。だってもしそうだったら、絶対に大騒ぎになってるはずだ。

　宇佐美さんが、あの彼女と結婚していたって……！

　頭が大混乱のまま部署に続く廊下をふらふら歩いていると、前から声を掛けられた。

　その声を聞き、顔を上げて姿を見たことで遂に頭が真っ白になってしまった。

「大上、ごめん。ちょっと女子トイレに様子を見てきてくれないか？　お客が戻ってこなくて、俺じゃ当たり前だけど女子トイレには入れないから」

「う、宇佐美さん……」

「うわ、どうした。顔が真っ青だぞ、具合悪いのか？　トイレに様子を見に行かなくてもいいから、とりあえず、一旦戻って座って休め。待っててくれたら送るから」

　私の背中にそっと手をそえて、もう片方の手で鞄を持ってくれようとしてくれる。

　おろおろしている宇佐美さんの優しい言葉が、今の私にはぐさりと刺さる。

　声も顔も、その大きな体も、意外と照れ屋なところも。厳しさも優しさも。

　全部、ぜんぶ好きなんです。こんなに長く一途に好きになった人は、宇佐美さんが初めてなんです。

　そのまんま、言葉にして伝えようって決めたんです。

　なのに。

「……ご」

「ご？　どうした、吐きそう？」

　苦しい。喉に言葉が引っかかっている。

　それを無理やり、引きずり出した。

「……ご結婚、おめでとうございます……」

　既婚者に、今更好きですなんて言えるわけがない。

　遅かったんだ。ぐずぐずしているうちに、好きだって伝えることさえできなくなってしまった。

　羞恥心に似た感情がわいて、いたたまれなくなる。

　頑張ろうなんて、今になって張り切った自分が恥ずかしい。

　いや、前向きになれたことはよかった。ただ、タイミングが絶望的だった。

　ぐるぐると、目が回りそう。

　目を見開いて驚く宇佐美さんに、私はもう笑いかける気力も残っていなかった。

　言葉の代わりに涙が浮かび、宇佐美さんの顔もゆらりと歪む。

　この後、一言でも発したら、堰を切ったようにこの場で泣き崩れてしまいそうだった。

　泣くな、皆が通るこんなところで迷惑をかけちゃいけない。

　片手を顔に押し当てながら宇佐美さんと距離をとる。

　そのまま、一歩、また一歩あとずざりして、Ｕターンをしてエレベーターホールへ走り出す。

「大上っ！」

　宇佐美さんの声、ちゃんと聞こえてる。

　バイヤーの宇佐美さんとすれ違って、驚いた顔をされた。

　けれど、今ばかりは止まるわけにはいかなかった。






　公共交通機関で号泣はさすがに周りに迷惑だと考えて、タクシーで帰宅をした。

　お財布の中身は臨時の出費で苦しくなったけれど、今日だけは仕方がない。

　鞄の中でスマホが、何度も着信を受けて震えている。

　けれどそれを確認する気力もなく、真っ暗な部屋の中でベッドに潜っていた。

　時間の感覚も、空腹を感じるのも鈍くなっている。

　どうしよう、と頭に浮かぶけれど、なにをどうしようか具体的なことは霧がかかったように見えてこない。

　静かな夜だ。

　時々、外から人の笑い声や話し声が微かにするだけで、それが遠ざかっていくのを耳を澄ませて聞いた。

　私の部屋だけロケットになって、誰もいない宇宙まで飛んでいきたい。

　ベッドを船にして、無人島まで揺られていきたい。

　誰もいない場所で、ゆっくりと宇佐美さんを思い出したり懐かしんだりしながら、いつか好きだった気持ちだけ消えていくのを待ちたい。

　分かってるんだ。

　そんなのは不可能で、朝になればこの暗い部屋に光が差し込んで現実に引き戻される。

　宇佐美さんの雰囲気が柔らかくなって、営業事務の子たちが喋りやすくなったと話題になっていた時期。

　今思えば、あの頃にもしかしたら……。

　部屋にきたのだって、もしかしたら、一度私と寝てしまったことを他言しないでほしいとお願いにきたのかもしれない。

　寂しいなら、って言ったのはもしかして、ただ相談相手になってくれようとしていたのだったら。

　思い出す宇佐美さんの行動と言動。結婚した人が、そんなことする？　なんて矛盾を感じても、そのささやかな希望の灯はあのトイレでのバイヤーさんの笑顔にかき消された。

　きっと近いうちに朝礼で、結婚したって報告があるだろう。

　照れる宇佐美さんに、おめでとうございますって皆でわあわあ声をかけて。

　お祝いどうする？　なんてこっそりと話し合って、きっといつもの居酒屋で花束を渡して宴会みたいになるんでしょう？

「ああー……」

　思わず声が出る。その声も地獄の釜の蓋の隙間からもれたような、低くて掠れた声だ。

「諦めなきゃいけないんだ、ちゃんと」

　掛かる時間を想像すると、どれだけ宇佐美さんが好きだったかを実感してしまう。

「消えちゃいたい」

　ぽつりと呟いて、目を閉じる。

　その時、玄関のインターホンが鳴った。

　今が何時かは分からないけれど、明らかに夜だ。

　普段なら約束がない限り、夜には極力出ないことにしている。

　誰か分からないけど、早く立ち去ってくれることを祈りながら息を潜める。

　間を置いて、もう一度鳴る。

　しばらくして、また一度。

「うう、まだ帰ってくれない」

　どうしようと、ベッドから音を立てないように身を起こした。そこで、小さく声がしたことに気付いた。

　軽くドアをコンコンと叩いてから、私の名前を呼ぶ声。

「……大上、大丈夫か？」

　え、どうしてこの人の声がするんだ。

「……宇佐美さん？」

　もしかしたら、私が具合悪そうにしていたのを気にして様子を見に来てくれたんだろうか。

　このまま居留守を使って、万が一でも大事になってしまったら大変だ。

　出たくない、知らんぷりしていたい。大失恋の直後だ、傷ついた心が今度はえぐれるかも。

　だけど……このままはマズいだろう。私も社会人なら、きちんと対応して心配ないことを伝えて帰ってもらわないと。

　ベッドからおりて、玄関へ向かう。

　扉一枚向こうに、やっぱり気配を感じる。

「……宇佐美さん、ここまで様子を見に来てくれたんですか？」

　扉を開けずに、内側から声を掛ける。

「大上！　よかった、動けなくなってるんじゃないかと思った」

　とても安堵した声色に、スルーしようとしていた自分が情けなくなる。

「来ていただいてたのに、気づくのが遅くなってしまって……すみません。体調は大丈夫です」

　このまま、今夜は帰ってほしいと願う。

「……それならよかった。あと……大上に誤解させてしまうことを、俺が言ったなら謝りたくて」

　誤解って、ベッドの中で『好きだ』って言ってくれたこと？

「リップサービスだって、分かっています。ちゃんと……っ」

　言ったあとで、喉から込み上げてきた悲鳴に似た声をかみ殺す。

「うっ……私、落ち着いたら、皆と一緒にお祝いしますから」

　続けて、決意表明じみたことを冷たい扉に向かって伝える。

「俺は……」

「はい」

「俺は、お前には嘘はつかないよ。絶対に……だから、ここを開けてくれないか」

　考えるより先に、体が動いて鍵を開けていた。

　ノブに手を掛けて、ゆっくりと回す。

　そうっと少しずつ開けていくと、隙間に革靴のつま先が、さっと差し込まれた。

　私がドアを閉められないようにだ。これって、テレビで見たことがある。

「……ふふ、そういうのって、悪い訪問販売の人がやるやつみたい。する人、初めて見た。私が思いっきり力を込めてドアを閉めたら、骨折しちゃうかもですよ」

　思いもよらない宇佐美さんの行動に、キャパオーバー気味の頭が素直な気持ちを言葉にする。

「ああ、初めてやった。俺は大上を泣かす悪い奴だから、骨が折れても構わない。義理の姉にも、大上を泣かすなって叱られた」

　ドアを、大きく開く。

　夜の中に佇む宇佐美さんは、やっぱり格好よかったけど、疲れてみえた。

「義理の、お姉さん？　どうして……」

　吹き込む夜風が、涙が流れて腫れた頬を撫でた瞬間。

　宇佐美さんの持っていた鞄が落ちる音、それから目の前が真っ暗になった。

　抱き締められているのを理解したのは、宇佐美さん越しに扉が閉まる音がしてからだった。

　電気もつけていない、暗いなかで宇佐美さんの息遣いが聞こえる。

　痛いくらいに腕に力が込められている。

「だめ、離してください……！」

　身動ぎして、精一杯抵抗してもびくともしない。

「やだ、離したくない……大上に結婚おめでとうなんて言われて、血の気が引いた俺の気持ちも考えろ」

　大きなため息を吐いて、更に力を込められる。

「だって、だって私挨拶されたんです！　バイヤーさんに、だから」

「じゃあ、義姉さんの言い方が悪かったんだな」

「えっ」

「あの人は、俺の兄貴の嫁さん。といっても、俺たち兄弟の幼なじみでもあるから、昔から俺に実の姉さんみたいに接してくるんだ」

　腕が緩んで、今度は優しく両肩を掴まれた。

　暗闇に目が慣れてきたのと、カーテンを閉めていなかった部屋から夜の青白い明かりで、宇佐美さんの顔が見える。

　必死さが滲みでた表情で私を見つめている。

「……ずっと、及川に取られるんじゃないかと、胃が痛くなるほど不安だった。今日は今日で、結婚おめでとうって。ショックで上の空でいたら、義姉さんに叱られて。少し前にした告白の返事、今、聞かせてくれないか？」

　そう言いながら、腫れた目元に唇を落としてくる。

「もう、待てない」

　柔らかくて、温かくて、じわじわと私の体に染みてくる。

「こくはく……」

「……したろ、その、二人で泊まった時に」

「泊まった時」

「もしかして……覚えてないのか？」

　しゅんと気落ちした顔をする、宇佐美さんを見ながら頭の中の思考がギュルギュルと回転する。

　こくはく、告白、まさか。

「あ、あの、し……シてる最中に、言ってくれたの……ですか？」

　恥ずかしくて、全身から火が吹き出そうになりそうだ。

「今しかないって思って、大上が可愛くて仕方がなくて……何回も言ったろ。覚えてる？」

「覚えてるもなにも……リップサービスかと思って……だって、あの日はもの凄く酔ってたじゃないですか、宇佐美さん！」

　宇佐美さんはさらに大きく息を吐いて、膝から崩れ落ちた。

　私も慌ててしゃがんで、声を掛ける。

「ちょ、大丈夫ですか、体調悪かったんですか」

「……酔ってない」

「仕事を終えてから、まっすぐ家に来てくれたんですね」

「……あの晩……俺、最初からシラフだった。二人で他の店で飲み直してみたくて、誘うとか初めてだったから緊張してて……そうしたら大上も乗り気で嬉しかった。だから勢いで告白したんだ」

　……あの日シラフだったと聞かされて、私もへなへなと全身の力が抜けてしまった。

「シラフ…酔ってなかった……じゃあ、言ってくれたのはサービスじゃなくて」

「……サービスなんかじゃない、心からの本気だ」

　冷たい玄関の床も気にならないほど、頭はオーバーヒートを起こしている。

　宇佐美さんは、私の手を握る。

　すがるような眼差しを向けてくる。

「俺は、大上が好きだ。格好悪くて、ずるくて幻滅したかもしれないけど、俺を選んでほしい」

　心にあいた、宇佐美さんの形の穴に『好きだ』って言葉がぴったりにはまった。

　今まで悩んでいたことが全て吹き飛んで、心がどんどん高揚していく。

　この部屋がロケットになったら、二人で宇宙旅行へ行きたい。

　ベッドを船にして、無人島でバカンスしたい。

　言葉だけじゃ足りなくて、思いっきり抱きつく。

　その勢いでバランスを崩して、尻もちをついた宇佐美さんをぎゅうぎゅうに抱き締める。

「好き、すきです。大好き、ずっと好きでした。全部、好きです」

　好きな人に気持ちを伝えられることが、こんなに嬉しいものだなんて。

　もう、一生言えないと覚悟した言葉を口にする。

　何度繰り返しても、心の温かな場所から湧いて溢れる。

　宇佐美さんからも、力強く抱き締め返される。

　嬉しくてどうしようもなくて、思ったことが言葉になってそのまま飛び出す。

「……はぁ、このまま、宇佐美さんを帰したくない」

「……大上のそういうとこも、かなり好きなんだよなぁ」

「私も、そう言ってくれる宇佐美さんが大好きです！　あっ、今日の下着、フロントホックですよ？」

　ふふっと笑いかけると、宇佐美さんは嬉しそうに、両方の手のひらをパカッとひろげた。

















第六章












　お互いに好きだと伝えあってから、二週間が経った。

　仕事で宇佐美さんについて知っていることは多くても、プライベートについては知らないことの方が多い。

　一番好きな食べ物、苦手だった科目、本は読むのか。それは書籍か電子派か。

　職場でのちょっとした会話や、飲み会の席ではあまり話題にのぼらない。そういった、もっとぐっと詳しい情報。

　想いが通じ合ったあと、私は宇佐美さんのことをもっと知りたくなっていた。

　喜んでもらいたい、より私を好きになってほしい気持ちが、抱えきれなくなるほど膨らむ。

　なのに仕事に追われて、ゆっくり二人で食事にも行けない。

　遅くに会社から出て、夜のオフィス街を駅まで一緒に向かう時だけが、唯一の二人だけの時間になっていた。

　並んで歩くと、腕が軽くぶつかるほどの近い距離が嬉しい。

「私、このプロジェクトが終わったら……宇佐美さんと二人でのんびりご飯食べるんだ」

「こら、大上。自分に死亡フラグを立てるんじゃない」

「だって、ふざけてでもいないと、このままここで宇佐美さんに抱きついちゃいそうです。深刻な宇佐美さん不足なんです。人の目なんて気にしないで、ぴょんって抱きついてぎゅうぎゅうに締め上げたい……」

　まだちゃんとしたデートが一度もできていない状況に、思わず愚痴をこぼしてしまった。

「締め上げかぁ、俺は別に構わないけどな、ここで大上に飛びつかれても。そのまま抱きあげて、電車で俺の部屋に連れて帰りたいくらいだ」

「あはは！　せめてタクシーにしましょう、料金半分出します。ああ～、私が車通勤なら送ってあげられるのになぁ。車持ってないけど」

「送りオオカミか？」

「宇佐美さん専用のオオカミハイヤーですよ」

「ふはは、いや、大歓迎だ」

　そう言って笑う宇佐美さんの顔は、疲労の色が濃く浮いている。

　私もへとへとだけど、宇佐美さんはその何倍も疲れているはずだ。

　だからちゃんと休んでほしくて、休日に会いたいと言えないどころか、トークアプリでのやり取りも控えていた。

　繁忙期が過ぎればずっと時間は作れるはずだから、今は無理をさせたくない。

　欲張りになった自分に、何度も心のなかで我慢しなきゃと言い聞かせる。

　うっかり本音をこぼしてしまったけれど、冗談だと誤魔化せたかな。

　そんななかで、二人で帰るこの時間にせめてプライベートなことを聞いてみたいのに、話が弾み始めた頃には駅が見えてきてしまうのだ。

　改札を通って路線が違う私たちが別れる、その一瞬だけ手を繋ぐのが習慣になっていた。

　さすがに会社の最寄り駅、しかも人の目の多い公共の場で抱き合ったりはできない。

　今日も手が触れ合い、お互いに指先から絡ませる。

　途端にぎゅっと込められる力に、宇佐美さんからの特別な気持ちを感じられて嬉しくなる。

　私も負けじと、可愛げのないくらいに力を込めて握り返した。

「お疲れ様でした。おやすみなさい……って。宇佐美さん、手を……」

　ゆるめた手をいつもなら離してくれるのに、今夜に限って宇佐美さんは離してくれない。

　まだまだ人が行き交うなかだ。もし同じ会社の人に見られたら、なんて想像して焦ってしまう。

「今度の週末、予定空いてるか？」

「えっ、あ、空いてます」

「じゃあ、その貴重な一日を俺が貰うけどいい？　繁忙期が過ぎたらなんて言わせてごめんな、何か美味いもの食いに行こう。それに、『不足してる』なんて情熱的なお誘い……俺だって同じ気持ちなんだぞ」

　宇佐美さんは私の手を握ったまま自分の口元に引き寄せて、甲に口づけた。

　私をとらえる目は、まるで獲物を前にした肉食獣みたいだ。

「だめ？」

　私は首をぶんぶんと思いっきり横にふった。

　宇佐美さんの思いもよらない驚きの行動とデートの誘いに、そのどれもが宇宙の彼方に吹っ飛んでしまった。

　ここが人がまだ多い改札内だとか。

　自分の発言が、違う意味にも取られていたとか。

　今の状況では、休日は体を労わるべきなのに、私の軽率な発言を気にさせてしまって謝りたいとか。

　からっぽになった頭に、宇佐美さんから楽しみを詰め込んでもらえて、ふわふわと体まで浮いてしまいそうだ。






　そして、週末になった。

　デートの行き先は、宇佐美さんにおまかせだ。

　私はここ数年で一番、メイクを頑張った。

　洋服も、仕事帰りにショップに駆け込み、素敵なものを新調できた。

　自分の容姿がせめて二割増くらいには見えるよう、宇佐美さんの隣に並んでも恥ずかしくないよう気合いを入れた。

　仕事とデートではわけが違う。

　仕事だったら清潔感と動きやすさ重視だ。

　だけどデートとなれば、そこに可愛らしさやら別れる間際まで崩れないメイクやら、詰め込まなきゃいけない。

　限られた時間のなかで試行錯誤しながら準備するのは大変で目まぐるしくて、でも、ものすごく楽しかった。

　宇佐美さんは、お昼前に私を部屋まで迎えに来てくれた。

　デートに誘ってもらえた夜に、部屋は浮かれたままの勢いで思いっきり片付けた。

　今なら、部屋のどこを見られても平気だ。

　玄関のドアを開けると、初めて見るカジュアルな服装の宇佐美さんが立っていた。

　かっこいい。スーツ姿だって最高なのに、普段着もおしゃれだなんて。

　お互いの姿を見合う。なんだか気恥ずかしくなって目をそらした時に、宇佐美さんが「ごめん」と小さく言って玄関へ入ってきた。

「……大上、すごく可愛い。ごめん、ちょっと我慢がきかない」

　宇佐美さんが、私を狭い玄関のなかで抱き締める。

　普段とは違う宇佐美さんの香水の匂いもあいまって、心臓は痛いほどドキドキ言っている。

「俺、余裕なくて格好悪いだろ？　格好つけたいけどダメだ。俺の彼女が、世界一可愛い」

「せ、世界一……」

　俺の彼女が、世界一可愛い。

　その言葉にぶわっと全身が熱くなる。嬉しくて恥ずかしくて、返事もままならない。

　頭の中では、自分の今日の頑張りを称えたクラッカーが鳴り響く。

「今日は大上に美味いもん食べさせたくて、仲いい奴に聞いたり調べたりしてきたんだ」

「……本当に？　嬉しいです」

「鳥鍋、ワインが評判のビストロ。変わりどころは、もつ煮の美味い昼からやってる立ち飲み屋とか……ここは今度行こう」

　腕の力がゆるんで、宇佐美さんが私の顔を見る。

「大上が酒が好きなのは知ってる。だけど、食い物は何が一番好きだとか知らなくてさ。これから、どんどん教えてほしい」

　そう言って照れて笑う宇佐美さんに、今度は私から抱きついた。

「お昼からワイン、魅力的です。一杯だけなら、いいでしょうか」

「そのつもりで調べたんだ。旨かったら、次は夕飯時に行ってみよう」

　初めてのデートで宇佐美さんに連れていってもらうのは、銀座のカジュアルなビストロのお店に決まった。

　店内は明るく気軽に入店できる外国のレストランのような内装で、肩肘を張らずに過ごせそうな雰囲気だ。

　テーブルにつき、ランチのコースを選ぶ。

　前菜やメインも選べるようで、宇佐美さんは私にひとつひとつ丁寧に聞いてくれた。

　運ばれてくるお料理はどれも美味しくて、ワインや最後のデザートのジェラートも残さずにいただいた。

　向かいでコーヒーを飲む宇佐美さんがニコニコしているから、私も顔がにやけてしまう。

　楽しい食事がすみ、お店から出たタイミングで宇佐美さんのスマホが小さく鳴った。

　私に「ちょっとだけごめん」と声を掛けて電話に出た宇佐美さんが、「えっ」と声を上げる。

　気になる。だけど、あまり聞き耳を立てるのはお行儀がよくないので、私は周辺の景色を眺めながら待つ。

　少しして、通話が終わったようだ。

「あの、大丈夫ですか？」

「この後、一ヶ所寄りたいところがあるんだけど、付き合ってくれないか」

　宇佐美さんが、申し訳なさそうな表情を浮かべている。

「もしかして、仕事関係ですか？」

「あたり。週明けに総務部に必ず提出しなきゃならない書類を、封筒ごと忘れた」

「それは大変！　置いてきちゃった場所とか、覚えてますか？」

「ああ、実家だ」

　……実家？

「宇佐美さんの、ご実家……！」

「この間、どうしても用事があって寄った時にうっかり置いてきたみたいでな。義姉さんから今、電話があって。地下鉄ならここから銀座線で乗り換えなしで二十分くらい。そこから歩いていって取ってこられる」

「ここからそんなに遠くないんですね。ご一緒させてください」

「パッと行ってこよう。道すがら、簡単に浅草を観光案内するよ」

「宇佐美さんのご実家って、浅草なんですね！」

　パッと行ける距離だと気軽に言うけれど、まさか手ぶらでは行けない。

　それに、電話をくれたのが宇佐美さんのお義姉さんならなおさらだ。

「気を使わなくても」と宇佐美さんは言ってくれたけど、たまたまそばにあった洋菓子店で可愛らしい焼き菓子の詰合せを買った。

「お待たせしました。では、行きましょうか」

「俺の忘れ物のせいで、悪いな」

「とんでもない。私も宇佐美さんのこと、もっともっと知りたいんです。だからご実家に行けるなんて、今日はツイてます」

　そう伝えると、宇佐美さんは顔を赤くして咳払いをした。






　宇佐美さんのご実家は、私が上京して一度訪れたことのある浅草寺の裏手にある。

　観光客で賑わうお寺の脇を抜けてしばらく歩いていくと、生活感が溢れる住宅街が広がりはじめる。

　通りに面したスーパーの前には買い物客の自転車が歩道にまでずらりと並び、銭湯や食堂などが目に飛び込む。

　お寺から少し離れただけで、観光客の姿はほとんど見かけなくなった。

「こっちのほうまで足をのばしたことがないので、興味深いです」

「ここまでくると、観光客もあんまり来ないんだ。昔ながらの地元の喫茶店とか、そういうレトロなのが好きな人はこっちまで来るらしいけど」

　歩きながら案内をしてもらっているうちに、小路に入り一軒のお家の前についた。

　二階建ての、ここ数年内に建てられたかのような新しめのお家だ。

　門の表札には『宇佐美』とある。

　インターホンを鳴らすと、『はい』と女性の明るい声が聞こえてきた。

「さきちゃん、厚だけど」

『来た来た！　大上さんは？　ちゃんと連れてきた？　すぐ開けるね』

　さきちゃんて、もしかしてバイヤーさんの名前かな？

　宇佐美さんの後に続いて、門の中に入る。

　緊張して、手に汗をかいてきた。

　すぐさま玄関のドアが開いて、バイヤーの宇佐美さんが出てきてくれた。

「大上さん！　いらっしゃい、あがって！」

「宇佐美さん、こんにちは。お久しぶりです」

　ぺこりと頭を下げる。

　宇佐美さんが、玄関先だけど、と前置きをする。

「先に、改めて紹介するな。兄貴の嫁さんで、幼馴染みの宇佐美さきさん。俺たち兄弟は、昔からさきちゃんて呼んでる。歳は俺の二つ上で、コンフォートでバイヤーをやってる」

　シャツにジーンズ、普段着のさきさんは、スーツの時よりも親しみやすくみえた。

「大上さん、このあいだは誤解させるような挨拶をしてごめんね。厚くんの身内だってことは、コネだなんて思われたくなくて仕事では極力内緒にしてるんだ。でもあの時、厚くんがいつも話してる『大上さん』だって分かって、舞い上がっちゃって」

「いえ！　私こそ、ちゃんと最後までご挨拶を伺っていれば……。あの時は逃げ出してしまい、本当に失礼いたしました」

　非礼をずっとお詫びしたかった。

　またお会いできたら必ずと思っていたので、今日この機会に謝ることができて心からほっとした。

　お土産を手渡すととても喜んでくれて、早く中へどうぞと歓迎してくれた。

「厚くんと、大上さんがきたよ?!」

　リビングへ通されると、男性と小さな子供が「こんにちは」と迎えてくれた。

「大上、これが一番目の兄貴と、姪っ子のかなちゃん」

「はは、これって何だよ！」

　宇佐美さんのお兄さんは、凛々しく明るい感じで顔も兄弟で似ている。

　その娘さんのかなちゃんも、眉や目元がお兄さんそっくりだ。

「大上凪子と申します。宇佐美さんには、会社で大変お世話になっています」

　お兄さんに挨拶をする。

「厚がうちに来るといつも話をしてた、大上さんに会えて嬉しいよ。頼りになる、打てば響くから仕事を教えるのが楽しいって話をするからさ。もしかしてって思ってたんだ。厚は、あんまり女の子にぐいぐい行くタイプじゃないから心配してたんだ。まさかこんなに可愛い子だったとは、今まで誰かに取られなくてよかったな！　厚！」

　お兄さんの言葉に、宇佐美さんが一切反論せずに顔を赤くする。私も恥ずかしくて、同じく赤くなってしまった。

　さきさんがすぐにお茶と、さっき渡した焼き菓子を一緒に出してくれた。

　大きなリビングテーブルを、みんなで囲む。

　かなちゃんが、あけてほしいと宇佐美さんにひとつ焼き菓子を手渡す。

　それを丁寧にあけて優しく渡す姿に、勝手に将来を頭に浮かべて胸がきゅんとしてしまった。

「今さらだけど、父さんは？」

「厚が彼女連れてくるって言ったら、たい焼き買ってくるって張り切って出ていったっきり」

「まさか、一丁焼きの店まで行ったのかな」

「だろうなぁ。結構時間がかかるかもな。あの店は休日はだいぶ並ぶから。けど、厚が彼女を連れてくるなんて初めてだから歓迎したいんだろ」

　宇佐美さんのお父さまのご厚意が嬉しい。

　と同時に、さっきのお兄さんの発言が本当か聞いてみたい。けど、今は我慢する。

　お兄さんは、宇佐美さんのお話やお家のことをたくさん話してくれた。

　宇佐美さんが、男だけの五人兄弟なこと。

　学生の時にお母さまが亡くなられたこと。

　近所で幼馴染みだったさきさんや、さきさんのお母さまが細やかなことを助けてくれたこと。

　他のご兄弟もみなさん自立したので、実家を建て替えたこと。

　そして、宇佐美さんが自分から私を実家に連れてきて家族で喜んでいること。

　私の知らない宇佐美さんの今までが、穏やかな時間のなかで語られる。

　そのうちにかなちゃんが、今度は私にあけてほしいと隣に来てくれた。

　さきさんにあけてよいか聞いて、かなちゃんからお菓子を受け取る。

「今日はデートの途中なのに、連絡して邪魔しちゃったね」

　さきさんが謝る。

「そんなことないです、今日は初めて二人で出かけて、ご家族にもお会いできて嬉しいです。宇佐美さんに、こんな可愛い姪っ子ちゃんがいるなんて知らなかった」

　かなちゃんの頭を撫でると、かなちゃんは照れてはにかむ。

「初めて二人で……えっ？　もしかして、今日が初デートだった？」

「はい。今、繁忙期なんですが、私がワガママを言ったら宇佐美さんが時間を作ってくれて」

「ワガママじゃなくて、大上はずっと俺を気づかってくれてただろ。だから、今日は一緒に出かけたかったんだ」

　お兄さんと、さきさんが顔を見合わせる。

「大上さん、初めてのデートで実家に来させちゃってごめん！」

「えっ」

「荷が重かったでしょ。実家とか、気を使うよね。厚くんの忘れ物、私が明日届ければよかった」

　二人が私に必死に謝る。嬉しかったからいいと言っても、気にしてしまっている。

　そんななかで、お兄さんに「厚?!」なんて叱られそうな宇佐美さんが口を開いた。

「今日、俺の前でうまそうに料理を食べてる大上を見て嬉しかったんだ。それで、家族にもいつか会わせたいって考えてたら、さきちゃんから電話もらって。実際に実家に連れてきて、ずっと胸がいっぱいでそわそわしてる。お前が自然に兄貴やさきちゃん、かなちゃんと過ごしてる姿を見て……上手く言えないけど、幸せだなって」

　テラスからリビングへ、柔らかな日差しが差し込んでいる。

　テーブルに置かれたお茶の入ったカップからは湯気が立ち、牛乳の入ったカップに描かれたネコはにっこりと笑っている。

　私の隣でかなちゃんが、もみじのような手でお菓子を自分の口へ運んでいる。

　たくさんの幸せのひとつのかたちが、ここにあった。

「だから……いつか俺と結婚してほしい。俺と家族になって、二人でずっと仲良く長生きしたい」

　宇佐美さんは、私をしっかりと見て言ってくれた。

　お兄さんとさきさんの、喜ぶ大きな声。

　玄関からは、「ただいまー！」と聞こえてきた。

　私は。

　私は、驚きと喜びで、うまく声が出せないでいた。

　それでも必死で出した声は、綺麗でも可愛くもなかった。

「……はい……こちらこそ、お願いします……一緒に百歳目指しましょう……！」

　震えた声。けれど、それはまっすぐに届いてくれた。

　宇佐美さんは、いつかの夜のように目尻をさげた。

　ふにゃりと凛々しい顔をゆるませて、私に「百歳のその先も、一緒にいような」と、幸せが溢れた顔で笑ってくれた。
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